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西アフリカ熱麿造林技術の展望

日 戸
＼ぅ`＇
ヽ

／

第 1部 熱愕降巾林の造林技術

第 1章 天然更糾ヵ入八エ更沿『力、 ．．．．．．．．．．．．．．．ヽ・・・・・・お・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...

亨り]第 天竺更祐系塁林〗~ 、........,.. •·•········•·····•··•·········... ・・・・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...
＇ ー

第 1笥 林分改良注ミ ，.......................... ・・・・・・.............................. ·••······..• ・・・・・・... ... •.. •.. 4 

第 2節天然更り『出 •.•... ··•·•·•··..........•. ・・・・・・........................... ・・・・・・・・・ ······..• ...... ..• ... ... 5 

第 3章 人工更罰系造林:主 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ l 0 

第 l節 タワンギャ法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··• ・・・ ··• ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・ ··• ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ··• ・・・ ・・・ ·•· ・・・ l 0 

2節ラン,,; 去・.......• • • • • • •.• • • • • ••• • • • • • •.• • • • • • • • • • • ••.•.•..• ••..• • • • • ••.•• •..• • • • • • • • • ••.. • • •.• • • • • • • • • • • 1 1 

第 3節 オクメ凸 ．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．，．．．．．．．．骨・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ • ・・・ ・・・ •·· ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ··• ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ l 3 

第 4笥 マルチノウ凸 ．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・ 1 6 

第 5罰 シイヨン｝、去 。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・ 1 7 

第 6節 プラ ソウ法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..... ..• ... ... ... ... ... ... ..• ...... ... 1 9 

度 ・l-亨 成長 Cl)芯囚子， iJ"に光の影響 ・・・............................................................・・・・・・・・・ 2 0 

尼 l 節成長の諸因—f- ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ...... ...... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... 2 0 

第 2節 受光量旦）研究 ・・・・・・・・・・..... ... ... ... ... ... ... ...... ... ... ...... ... ...•.. ... ...... ..• ... ... ... ... .••... 2 3 

第 3節 受光贔研究 0)戚叉 .••.••..•••• •••••••••••.••••.••••••..••••••••..•••...•••••.• ··•••·••·.•.•.. .•. •.•... 2 8 

第 5亨 各種造林法(}_)将性と改良 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..............................·········.•. 2 9 

第 1笥 天然更新系危林出 0)特性と改艮 ... ... ...... ... ... ... ... ..• ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ..• ... ... 2 9 

2節 /¥ lー:更祈系造林法の冗性と改良 ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... 3 1 

元 3節 各種方i去の比較 ...........................•......................................... ・・・・・・... ・・・・・・・・・ ;[ 3 

第 6章結論・・・...···•··..............•...•.. ···•····· ・・・・・・...... ······.....• .•. ..• ...... ..•... ... ...... ... ... ••• 4 7 

第 2部 熱鬱サハンナ林の造林技術

第 1亭 地域と諸環境 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ·•· ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・ ··• ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 5 l 

第 1節 地域区分 ・・・・・・・・・・・・......... ..• .•.... ...... .•• ...... ...... ...... ..• ... ... ... ..• ..• ... ... ... ... ... ... ..• 5 1 

第 2笥 造林と査林経理り）諸1出題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.... ・... ・.... ・...... ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・...... ・.. ... 5 1 

第 2*二早 更針技術 ・・・・・・......... ...... ... ... ... ... ... .•• ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... ... •.. ... ... ... ... ... ... ... ... 5 5 

第 1節 尺然更翫 ••. ······........•.........................•......•........•............ ・・・・・・... ... ... ... ... ••. 5 5 

第 2節 人工更祈 ........• ・・・・・・....................................... ・・・・・・ ・・・・・・...... ・・・・・・ •·····......... ... 6 0 

第 3節 慣石造林扱術の ........................................................................ ・・・・・・... 6 1 
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1口！）らオ，芯ふり〕い .::t、 1」、年百・歪るだ心こ墨万〗か叫氾筐翌缶＇てあろと ＼「］＇象を !7• ;:: _ _;、こス： ,Jiてオ〉..r-

こ;;-iだめ：こ紐苦林＼；；、 i及 h三<f::: ーどか-こ芦ず， 八閏乃・ト）しなくし＇こ :＇？ 
ス）‘
一

一
．
~
＇合史 え良！

れ(¥、た(/)で在巧，他力，夏訂校存が非，胃：こ襄雌こあ， fここと{,; ・し、').'.!~ ・: ふ，I万ぅ 殻惜材、を構パ

ろ穂［種り土 2 ()し）~- 3 () ()狂＇，、~多数，；こびヽ はり＄ 芯痘］稀(!)':『竺こ・{、 !)i;';:杯「Cjい』'l'J伍f'¥::I土三 '.j?月1こ｝「こ

区難な観荻を伎ぎ、し―‘ヽ-'~.: 熱恐林，こ「羹ず,~, 匂誡か噌す:こつれダ‘’上．—-吠；,_, :,')入こで,(.- -c 更•臼ぞ朗

-r・、翌 -cァよ＼ヽ とし、りことがオ，、力'-て、きだ,,,

これ主て．諸国政可：主吏 を因要祝ず；~-こと t; く，式験年：／ビは f ,Jc ヰ--」
- -'-- f オ[,・=を「こ

し．）だ咳；よ反復とメjljりをこヽ妻と:.' 巽~＇）ス：各土也でピげをか;lこ i;{ jず;;,を'1f・t-・.:,'.← f-,・,. , _I、々 :1

こ、":_、こでも適屯こぎ了）；］工を一度で(;荏［ぶした＼、：：：“ヽ りヽ から，得られにfr;'具を.JF常こ干〈一立化し

て "J!;り承戸＇＇を得た訊）匂内：こちる こりうため， しば:__::'[エJま で矛:1I心(.:八~-, こ＼、1)'ずし， ;>: r,, : ここ＇）鱈

瞬ぱ人間百］なi五熟や音屯｛ー）から I"も 了教義［りに；;;:; 一一塁:__-::'、ヽ;;-,ヽ］かくし ex仄更正丘ヽー百こ八し 't~'r

吝が芥目 J_)文駄、こもと i''、-こ：ー］王を国名［し，十り灯L:して嘉 0ど'. :~ ら，':ヽ ・;I, • --r: .': tー）いパ:'仁＂、オ、｝こ ;c~

全なもし）こ、ナ-C¥.、、

英I司U)森林官ティラー氏＼よユーモリストとしてい/1?'c'i tか，ア c:c>,-;/〖尺 le • 卜チ寸，,・---}し9

首都）てぴら力、オL1こ森林会議い粕文を，おそ応く、文..-;r~ 爪分製＇＇と評した二和違 tこし、
対ぐ］した 2つ J_)栢念（天然更新と人工更罪）は各々異づ fこ己林工バ汽儀を 'jl.、，＇してし、 7 天外史

祈系造林江と人工吏新系直林江がこれておろ、

天玖更新系造林エとは，伐採を袢／た造林渚fr業により卜種と加］樹二，ii 印で条信を~ バ〈 1ヽ ,IiL., 

4' "
 

としこ価値ある樹柚て熱愕林を富史ず予宍であろ、具休戸にげ，伐主［中主たは1文打後 iごノ！し

切りやド刈，薬剤枯殺などの丁広により，林地しご陶進化」に光を況たえこゆくこシ紅よ， こド呻:1)発芽

をはげまし，庇蔭の［こ ;b•)1こ弱々し，し、罰．生有可閲を戌長せしめることて ili_>~) ごれは庇陰を，ゅハ

くりとしかも m 心深く破壊ずることても•')て，それこよい人々か好定しし、と円う朋稀 :1, ぐ＼てり）臼―令

--1 --



〉苗人;;~ 入-tし〔漸足 1'1り筐光線をあてるものな 0)てある。この「車の?it八丁、主訓款 '.i:もるか木四日':;('~ は大

五か次 lヽ ヽ。これから詳叫ずるか次の；者三ー、か：：又ぅ系統筐屈ずろへ、オクメ林分l人「いし天外林改良こt,択

文言叶二，試噂庇陰樹：人，そのH旦J

八し史砧系這林，〗-•、とは，責雷樹種 (I) 伐揺しこより疲瞥した森林の中に々あらか＼応冒 I成した苗木を移

オ直する tり）こある')Vi「］も人門の丁て元↑ ：ご製是されたあたらし＼ヽ哀林（乃飢忍；てふグ）て， 1仁し＿，卒舌（土こ

カ王を以てより僅大｀てあり， 自鯰を補乃ずろこと，てより終局がjし＇こは安価八ご-:, くとー［加する＂、倶し，こ

(f)ためごま刊！仕林分を l分に硫壊せねは立らない、拍付けた苗本の成長閃ぐ可欠-:_c陶光を号え:ーため

あるし こり）庇蔭 (I)破菜のやり方紀よって，守］三者広忙わかれる、

il) タウンギャ凸

森林（り一邸分を現地農民げ対し一-it:'i[i'J iて農園として払下げ，農民冗庇蔭破埃を委孔し（焼畑その他），

農仔物り）閻iりとして林覧可袖（や林業用苗木を導入せしめるも 0)て，農民と林菜繹営者 0))孔lj益を調和

ご忙るものと言えより c,

b) オクメ ，ランノミ仏

タメ (Auc ou me a k l :J inc an ;i) , ランバ (Terminalia supcヽrb a)の両樹秤は陽樹てある，：

そ 0)だ !h:-こ丁種又は早｛］後の 6カ月間は庇蔭の 75'! りが破壊されて＼、ろことを＇屁ずる 'c 0)こり（＇）

はその後巳消失せしめられる"刀ら去はその他！て広い『但裁間隔 (4X1m, GX6m, l 2Xl 2m, 

l1X14rn, )を伴い，月iJ生樹のJ祖芽で苗木を矯王し，これを通店ならしめて枝溶を促進させる特

性を持つ 本工紅ついては庇蔭：り破壊は兇暴筐おこなわれる。直径 30 cm以下の樹木は人）」らしく

＂土フルドーサて伐倒され， 30 cm以 H りものは巻ぎ枯らしや薬殺してより枯死せしめられ：：：い

c) マルチノウ土

これは“庇蔭下の喧裁”てある 下層楕生は梢fj時に破壊され，庇蔭を作っていろ u苦は巻ぎ枯ら
しにようて漸進的応破壊される r、本）去ぱ密植であり， 1930~]932年しこコートチポアー Jvて小

血積に試験された）

d) レイヨン］

本，tはオフレヒル教長い提唱仄よろものて，戸主としては疎放なものてある。天然林の間紅かんに

んば紐路（レイヨン）を閉」ざ， その中に貨重樹和［りー）苗木を植．込む，その後筐庇蔭を漸進的紅破壊しな

から苗本に光をあててゆく，う ；f［且路ぱ孟距離に設げられ，その間隔ぱ l0~2  5mてある 2 導入される

苗本数がずく 7ぶいのてタウンキ Yi丈やマルチノウ広 CJ)密植方式から見れば，本（文は単忙“森林の価値

を高める”筐ずきないと評されることがあるっ

（、） プラソウ怯

1日ペルキー領コンコて， トニ，モトウ両氏によべ C紹介された手1丈てある。密林中応万形区両（プ

ラソウ）をつくり，この中こ苗木を噂入してから袖生林の庇蔭を漸進的（て除去してゆく万itで，ねら

し、は槙付コストの減小応哀る。

一凡仄更新系技術はイキリス森林官が好んて使用し，人工更新系拉術はフランス森林官かエとして依

存ず~)。ヘルャー蒜林官の中応は両予派。．）支持者かそれそれ有存ずる。この数山紀を連して天妖更新
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、J_) 昇て虔） -・; ;r, フン／ス嚢林官尤ヽ， fフ!)力て、主！＼［史嘉，1)チ-,ン3 ごオンとな，／と~ 己うこ

Cl 八々~ をおころかず＇こ；うが ¥,/J:.¥' ,.r 古ぎ伝統 ·•;-'j'- ても-: こ刀← こ度） ,c'c, 

こり）｛望［いは環境0〉!'iて名べが号せらオし巧て墨）らり 生・)'r1ン・了 ー／て咽罰'r¥1木を［人f1i1し「こイオ!)ス！．，．）

深林官か， ピルマ及ひマ V ー／~ ヤて養成~ 占れ Tこ八ミてあること 1こ｛「い~、しだ i 、、!I. N . トンプノン e

ケネテイ， ? /ククレ＇コールの各森林官： d.'i ント，に Jし~ マ~ で汀｀，~ 応し，瓦佑 :'v)副如名と百うこ

り＼こ：：：ロ。 M. ノマヒールは，か ✓..: -こマしノー森林fc,jら汀戴只て多）・.:>r: こu

こわらグ）人々か后躍しご：ア／ア地域で-:主，旭万木が「，五也か名くり グ）叡士を可~咤筐［，てしヽだのて~＇

陽橙)C) 天然更新か叫りじ•-てなろほど紅集歪丁乃：伐採腎官を 1Jバし 'tサ f り）こある 乳って彼、_r;が1it1I フリカ

恐林仄ノク、／アて成［〗を見だ．天然更任刀人を持ち込んたとしても督; l. む応足りだし、

他力， イキリス訴林官がi舌躍し， 7こ土イジェ¥}j'7]ヽい 1,000kmら離れ（し、 9信し、：戸j:~i閂アープリカク）コー

トチボアールでは 1924~]930年の覧ごフランス壽林官か入外史託を試 jメ、アこが， しらし、、らの抵

抗筐会し、，閏らなくこれを麿てたとしう事粗か起)/,こ 之こては地力戸J木村巾場か存（：璧ず，ゃ｝＼だ

く輸出してあてる艮樹種の夕を伐採ずZことご 1こ，ったか，森林の中てげ良し、樹釉＼丁丑「営にいず力てあり，

そのため伐罰ば和益おる樹釉 をも取去り，価信.}~ なし、木か立八のき主（!）こされたのてあ --,1,こ一

伐採本数は ha当りわずか応 2~3ぷ紅ずぎず，林刈び、）賜光ぱ天然更析筐と，ー）て 1干分で屯った3 こ

のため忙コートチボアー）し＇竹仕のフランス森林自ば（伎宍の努しを八 L更罰匠集「いしに カメ Jレー／と亦

追アフリカでも事情は日しであった。かくして天然更新，、エ急述 1/c_ずてられ，それは人工更祈よりも↑

確実て，粕局，高価尻、つく造林，ことであ I;;とい」図)[ごれろ、(_『i"0 /, ―_) 

ぞれ故に，天然更新か人］ー：更断かり手土選択は環境，地方的条付，呂事者り）素養こよりぎめられ

含たとみるへぎであり，組絨的な比較研究筐華く紹果てはなし、 現在主で 0)ところ， f_砂;O)各凸林

筐虞して組織的な比較式験は何もおこなわれてし、な＼、し欠規模な現陀適）心化もなされて＼、なしいて，

各翡林技術0)冑失は部分的応しか醗せられな＼＼

仝アフリカ林業会議はこれらの統合化と批『iJ0) ft土を行厄し、1昇ず，各々の出林技忙は比較杖討され

ることなく対立した生まである。アフリカ5各国かかれらの森林を史糾することの必要性をみとめるな

らば，次の語汀動は釘益であろうとおもわれる。

I) アフリカ林菜り）未来0こついて，重要課超 O)_[-_(てわれわれり）月」識を結共ずること。

ii) 各辺林凸 0)比較検討を試み，各1夫o)re:; 月の限界を(),以ピすること。

Ill) 最近の研究結果を発P<し，現在の諸）ii去：こ「幻ずる改艮を提汲ずろことっ

IV) 研究のプログラムと過去の腎験筐もとずく新方］の大＇麦を発表すろこと、、
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2章天竺更新系造

グルージ｀：人号」され， ＇とりぅ各々，て/―_)し、し・〔~ 各叶1喜林、、手}が存行ずる n ひと')

粕 iJ と~＼、う！：りも林分二，：良}土てあ幻，予力れ＇わかれ加伯ふる樹柿忙州み昇質てある林分：，：：: ✓) 

¥、・cごられる 心と夕うが尺慇更祈｛〗~で友')'直接に天外更断を得るこ｝をねらし、としてし、る。

第 1節林分改良法

ごCl)女がこり土， オクメ林分文＃い夫，樹戸~ 心様化L, •· 人廿化江ばどがある，

!) オクメ林分：［ミ?L(Arnc'lior』Iion deヽ pc11plements d'okoume 

I . 「1月＇)， 「フリカク．）主要西覧樹秤でもるオクメ C)大然林分のずへての林介紅対して成長を促

進，"せ，：：こ｝をねりしと「ろ ，夫はカポンて臼欽，9年生的筐刷冦されたものである アフリカ現他農

仄は彼—オーの十活のため iこ熱帯林戸］て樗的してマニオク，ハナナ， クロ『ア；との農耕をおこなうが，こ

門りう中ドは陽樹て高るオクメが日生してくるもので， 名まさ主な間隔で各種信：令のオクメが林分を

予戎しこくる。これは農耕ぴ）際の除箪忙より克牛が偲進される。かような憎自1直りなオクメ林分は 12

刀ha応も吃ずるのて會 卜刈と間伐によりかような林分筐秩序をもたらすことは力沢ン森林同にとっ

C了ー11J癒なことて況うた 即もこり〉作業はオクメ―大然林分を，より早く上り多く生産化ずることを目

的とずるもので定る

B. オ支術， 1tず林分の：地図をつくり， 10 0 m 平万に区画する 次いて以下の事項を記入する。

オクーメ｛こ戌1 して竹~業をおこなりへを場叶，その面積，存在ずるオクメの平均直径， ha当り古木密度c,

さら（こ聰いは伐採可i主なオク、メをかそえて，以下り）造林作業を実行する。平均直径 10 Cm末満の林

分は疎間ずるごと， 10~20 cm11'1往の林分は誓伐して ha当り 40 0本の密度とし，オクメ以外の

鱈木を除土し，さらに 20~40cm直抒の林分紅は 2口の間伐で ha当り 80本紅みおひく。この

と彦｛こは披圧され了こオクメや他樹神の優勢木と索塵圧木を除く。 40~60cm直径の林分は間伐せず

芥［車の1憂勢太しを稔工し，行来の何伯のなし、オクメもとりのぞ<, 6 0 cm以上の白径 0)林分化なれ

はば忙もし及し、。樹本の除人は :3() C Ill以下の直径ならば伐採筐より， 3 0 cm以上の直径（りもり）ぱ

巻枯らしげ-よる

C. 兄東，こり）手土の適J甘範囲は 10万 ha紅及ひ，数十万本のオクメを救助し成立させたと

いう事丈は利益ある条古果を；；；） fこえている，3 これらの準目生的なオクメは，あるものは非常忙密生して

万］して圧迫されており，あるらのは成長の早い他の樹秤 1こよ.-て被圧されていたのである。このよう侭

して処，fijlされたオクメ林分か :30 0万トンの木材を生産するてあろうと人々は推定している。

ii) 枯す高一杓浪化法 (Uni form i s a L i on par l e h au t) 

¥ . !J [力，庁令土閲林を改艮して，ぴ喜三化の方向紅と向う高林匠転化さ壮る作業の総称てある。

これは卜濯木紅も下眉木応も日時 1て手をつげて，ずへての競争相手をとりのそ含ながら中級木クラス

に灯見な条竹をあたえるものであるa このため応人材生産のため匹不適当な植ttが除去される。これ
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ら 0) ふび）は阿益 iこ兄左阻 I一少し刈~象橙『利）!C}}l'&をあたえろ土り）てま） .•• 0 

B, j支術，森林蓄積凋青 0)後にノルしリりが1『なわれ， イハ）や戌業［白冗伯ハなし、粗打］り）ーエか

宝注かれる。取森かれろもり）は成立を期待ずろ飢 と競合ずるもので;!,)る,.) ; さら巳~ 中級;kLJJo:〉し

、ごの有甲樹が伐採戸れる これらパ）各作業から 5年役主アの唱］の成長はぎ J::,ば）了りて多)/、た（

成長が質ード『 0.5 ~ ()_ 7 C rn)。そこてヘルキ--森林h):~t 除丈ずへ芦 '1 オC: :、→薬斉り枯粒在し、'・'{;こ!-.: こ土

•)て，ぢ已筐 7 cm以上の百行を［つ非商業的樹性をずぺて除くこと fZ:.t ✓ ーごこ八f生菜を改旦ず ;7)こ

と左試み fこかよりにしてジつくられた名<0―)伐抒孔の中尻成ぐ，し 1~-~―一瓜1Y月：11UIヽ つか十分筐庇蔭を1,:✓ 

予れは，そのとぎ人々ぱ費重樹種の更罰しことりかかるのてある これら］）貴 ［土，，，＇の易：所

されてし、る。

c. 鮎里，この方i:生it原且iJとして以下())結果に達ず 7;,ごとが長］＜される hiク□戸官A:tc乙椅j栢
として）こ羹な木が存在しな 1， ヽこと。天り更予斤［ご奸主しし、状態をりえ 7） 上り｛ご卜填筐汀ずる !j!Iろさ

が—ー穏化されること--

これらの作業に必要なげ働}J(土 ha'1:1り延： I 5人 !1推定されるか周囲 7)環境により五か庇る こご）

は ]949~1952°「にマイユンヘ；ー）森林で広千 haiご文］して施行されたが， レオオ}'..-t-・::iン／

ゴ（旧白領コンコ）の政治的巾変の結史閲棄さわるげ全った。

iii) 法止化法 (Normalisation)

これば群状択伐高林作業である。内容はド刈とツル切り，ぞして過熱老令木（万除］ー、なとから成；

老令木除去は人"''な伐採孔をひぎおこずのて閏題になる（ これもヘルキー森林 FJyの研究にな 7,'-び〉

もるが，樹高一様化法と同じく，本法も試験段階忙末たとど主ご―‘てい-".,(, C)と見てよ＼、

第2節天然更新法

熟帝アフリカで採円されてし、るものは，カーナては択伐管岬凸，ユートチ寸、アールては人外林分立、

良法， J-1-c)ェリ 7と西カメルーンては執骨庇 て屯ろ。以下これらにバし、て詳凸ずる これら各手

立は混i司されやすいが，択伐管王里法は庇蔭を開く事が有月］樹種の下種を直接肛目的とするもり）てな＼ヽ

点が他の方法と異ってし、る可但し，この翌合もド種は自然か、'_)十分肛発化し，下刈と＇口］伐が径 10 cm 

以上の前牛樹をたすけることによって下種もまた満足さ社られるものと推；iこされる万

天然林分改良江は酌牛樹筐対する作業は1訂者と類似ずるが，そのあとて天似下i事を目的とずる

0)局面を考慮している

熱帯庇蔭樹法は下種伐の仲介匹よって天然更新をひぎおこすことを万凶していることが功白でたる

I) 択伐管理広 (L;i g e s t i o n s e'l c ct i v r、）

この方法は特紅カーナで採用されてぎた、その名が示す如く応， これは伐採と吏新を紐合ず 7） こ

を試みる森林管野沈てあろ。こり））j凸ぱ処分口j罪の蓄 Iてもとずし、て作業り）止約夏の分贔を'.<1c'./1)

ことを余儀なくさせられるものであり，伐採の周期が短いほと益々処分,,I! 定の百音が1Ji号してな，）てく

る。

故筐，次の 2,点を喜めねばならない"各伐採忙券して制限因—子として伐採材積叶谷限度が厄ること，
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伐往判叫］を l5年以―['-し＇こ偲くずることは因羹附ておること

この力土は 2つの基ぷ燥作忙分芦ずることか［］来ろ 択伐と改只間伐がそれてある，主す択伐紅ぅ

、ご五叫しようっ＿し述り〉髯由のためピて森林はおこそ I5年おぎこ伐屁｛こ幻かれスぅ伐鍔こ先行して荼蹟

戸，哺青かふ、こ文わバ，伐採可咋¢》―'i:木わ _tこトエ礼より{) -i村紋凰 I, 直ヽ｛予ーrs号の立木かその吋家と在る

れちは 2,50 0 分の IOJ池凶以）_L仄番；；を附して土入され，ごり）隠己を応!:::, こして森林尋は貴屯樹袢

（｝＿）母樹り）白：：：責を三好応俣仝しなか C;, r 立木［こ＇〗し、て伐岳 0ぅ亥［山」打ちをおこなし、，伐採実臼各：こ対し

げ伐往旭ツと伐捏を闘可されだ＼ゲオくの亭号のリストを交けずる、9

戊杖 O_)年：こ改良由伐竹業が互施される これ :t 久の，］喜 1乃~ー文を含む心 ソ）1,-l;I_Iり，白径 J0~-15cm

C)『噂］樹哨(")円囲メij三"伐豆いに炉侶した i;',令 (l)i文倒 喜＼り）ことはエ戸し Cおこう U 各竹業は

1白径 1 (ヽ) C !Tl』人ー・トび．） （てつし、でも，天外更釘］そゎ自体［＇こ＇~）＼、てら 1パこず 7:, こと予な＼、が，天妖吏

は林史岐 ii'.~者、ご t、つ-c:j分筐准:きされてし、ろ

真旦閏伐（よ.20~25、!、、（ハ万＇働哀筐ょ てェ定吋：し又れ，被芍は 1人の尺立祖，人応より更して三祝され， さ

らご巳視長が指揮をとる 各人は li: Iこ5~ 8 h:1を巡巳作業ずぞへ hc1 崎り近：3~4人こ相辻］する

労勁名，こC伐賢と秦剤枯殺を実氾し，そ旦）貸胃'ま ha当り l'.J,> l)ンクと推心される (19 5 8乞） _, 

平凸をおこなう仄羞 は，最幻lから有［月樹杜 U〉占める主り合が大彦くなげればならぬ H, U. ダウ

ン氏ぷ心去を批Hしてこり “伐採び） もあ -r竺詞， ,c; い 3 
,',.・ 丘！田 Del . 1 / 1. ,1 1D 以 f-.0) を』］行し

［、，ヽヘこれては竹菜宜円をふやずこと力て汎ァぷ＼‘• こと応なる J 改良間伐で外ずろ産物が商業的！、こ取リ！

可亨，>:だらぬ阪り，作業の改艮：土費凡上からみて考）可て苔なし、”と，、， J.W. C モネイ氏も本士を評

して "fL木で保残された［自径 10~15cm の有出樹は孤\"~ずることにより被否をうげやずし、”と正

ハミてし、る

ii) 天処林分改戸1士（し c1me'! i or cl t i on deヽ peup!ぃments nalurcls) 

＼＞ 目［」1:], 1 9 3 0年以来， コー！、チ点アー）し森林厨はレイヨン rt によ、~;宣林をずずめてぎ rこ

か，そ 0)景初の鈷戻(')とり主とめか l9 5 0年に一［こ、まと定，-1,こそ()ー）頃，ナイゾェリ了ではイキリス

森林頁により訥罰匠蔭樹土が公表され，その結更はコートチサーアー Jレ0)森林官を魅『した c

森林官ポンヌ J(;はレイヨン立をずてて，天然更新法を大巾 Vことり入れた作業をずずめる万針iこぎり

かえだが，その背景四ば次のような饉済と技術両 1口がらの笈日青かあ，ンたことは見のが 1,,得ないてあろ

企恰済酎からの印ぎは地力製材万の発展と更新樹性仄）多椋化ご虔）る， j也方製甘所リ）丸太年需要は数年

応して，〗万 rn'うから 2 ()万 Ill:lして推稔ずろ勢を見社， しかも各製材所1ま地門的 1て散在していた，造林

ヒ」―― であグ＇たアカ／ュ（アフリカマホガ-ニイ）は蛇出占場からみてその人含さ，令数，訓介が戚

少し，代って地方製材戸）「か安永した諸樹種がそ 0) 重炭旦を字してく◊---これらの事粗は森林i午業を人

血械瓦わたり分散させて比［木似給応便だらしめ，更紅相廿も特定 O_)もの（こ集中サす各樹種仄及ふより

になうた 人」造林は集中的に打厄うの区便てあるか，広く分散して［口］間に森林作業をずずめるた "1)

応げ、，入然更新仄より林分改良をはかる他なし、と思われた 技術頂］からも従来のレイヨン法の維賛応

ば閂岨があ，~ た、、 レイヨン凸ごよって蓄械を富まされた林分は l3, 0 0 0 ha iこも逹し， 1945~!949
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平0)間しこ 1よ"l閏 5,0 U O ~ 6, 0 0 0 h a をじ -r ヨン「とこょ乙こ紬旦言豆I〗ービね＜一よ八：ら三;i かっ fこ 1い，

記管旦作業の有幼竺二つし、てぱ多分応府怠り全地かもり，とく（こ陽光 J)分量戌元とノ）し

戸］題かり）こ，］，森林局幹釘ならび，こ現％ぅ＇夫行名［こり）維汀管．已〗こ疲れ主てたのて厄 <Jr.こ

し、て

゜~）脳裡をふとあズ）考えがかずめてゆく か［うな努｝；が不・:いこ翌なグ）｝ーろうか，は・lj,ぃ—: 八

（て大凪り）汀 在するし， それは目処条件してよく合致してし、る 八u丘林応よい tと
も天然更新でゆげる iり）：欠らば，，....... と

天然林分改艮汀ミはこのような背景からずずめられていった Cりておる，

Bも技術，この手広グ）灯象となる森林は，ずて（て伐採の手が人 だか衣お了『 i[J1釘＇坦か名＜

ずるもり＿）で，峙間が賢造ずる二つれて中紐木クラスが圃信を詞臼してくる森林かえらはれる ，t : —てげ

長しヽ周期 0)択伐区よる犬外更新力沢められろ

最素了）に蓄秒』否， これ(:tha崎り延 2~3人かか Z,) 次し、でノル切り，これ！土 h;1'"; り延 8'八，

られ t.:.:;Jルば一般応 l力月後 11こ枯死脱忍ずるがそ cヽ 廿［ー，ご』）、下し）作業かおこな、オJれごノ げ；合 J〉しろ刃樹

祠の母椅）を除去ずることをねらうた！比蔭び）疎閤，これは 6カ月お念［て 2,ロ］文汀されごノ成長ナ凡モン

よる薬剤柏殺紅よりなされ，林分を 1月ろくすること z(目げ］としてし、る こり）林分陵冒!Ci_)費用は h;1 

り延 5人およひホルモン 30~4 5.f, であるし、

疎且］巴れて凸凰がよくなり光緑か入るようこなった森林リ）中で，商菜樹橙の稚酎ぱノ，Iし筐気をこ｝

ながら保護されるへその他，すてに設けられて¥,ヽ るレイコン U)下刈どノ）レ［りり応はふ年わぎ CCl 0正

間手入ずるのてこれか ha当り延 1l ~ 1 8人かか 7ふ) C 7c (1) 他合〗してこの方土は fc':;「h;, ,VIり足り（）

人の労働））を要ずるものと推定される，9

C. 粕呆， この刀王は広い汽味い択伐技在りであり『し伐てある しかし毛；林豆）択伐孔

をみとめろ場合とことなり，豆恐林ては伐孔の中応 1本なし、し、ご4豆）バさ :(rニャしンニ＇ン樹 (')!f」ーをタ

とめることて滋足せねばならなし、 それもカイトり）指，丁紅よ,-て 1分から 15分しか／い てや、:,!: こ

の後網樹をみとめることかて芦るのである C)

コートチ玉アールの森林研究諜は，このため筐サン 7・ リング応よる統丘「調査を門載して史乳効[を

評価し，永久［メを設定してその中て更乍1てより発生ずる個体の個々り）成長と付業灼史を追及した 且

（式注． カチノウ氏）は I9 6 0年紅4立とて処岬された森林を訪閏したか，そーり）印象は ltl[lなところ，

好主し＼ヽものてはなかぐ）た、仝仇として不規則［乱難な印象を度たえ，功樹'，、f下刈；＇いて叶 ITさオi.-c 

しヽfこ勺』）、官］の槙裁磨てあろレイ廿ンを分離してし、「こ巾 25 lll U)帝ば［紅更沿「り）；↑,;i文によづて処灼！ご、れ

てし、た。 ；； Jレの豊富なことは ''i'it者 0)なやみし＇）種て，林分を疎占］して＇［しをマつくるとこり）ノ）ャ門柏

対して好主しい環境，すなわち光祝と支柱として 0)稚樹をづえろことになり， ；；ルは”己激仄噌りしず,':';

ものである。

結叶， この力i去は 19 6 0年にはコートチホアールでは見ずて「）れてし tっだ→ ., 7c oう条古りーをコン｝ヽ

ロー）いずることが出難て， J又廿月のレ＇イヨン広と［叫しく晴 !Il1 的空「間的応努；）を＇平しく分散!✓r-. iこずぎな

かうたからであろ。

Ill) 熱帯／化蔭樹 i夫 (I パ~、 tropical sh,、Itt> r w りod S¥ 1ヽ1、m)
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八． 日旱，どメ仁り‘

グー， ローズヘア，テイラーし/ぅげ氏ぃ；

帆愕.! 圧蔭酋t.. 

(l) 

) ,: プ、森林官｛こ土／―、-こl『'已各れ，、文

/〗くしこ，i力爺責力＇あった

ど、、｛こ＂ 予ンカス

左 ~ll て) -rこ）J; /Ci了.+,、_;_Ll)ァ森林!,';冗秤 ;j~ を[cij冑砂ねば左;ノだし、 ヒJンマて養戊

オ'1臼豆官 II . ヽ；． トン 7'/、//八 て→')ブ＇．［：爪仔し~
1
9
 
，
 '‘r ’̀ 

＼
／
 

/
t
 

、t
1
/

（
｀
 

~
 

二')!+. (ごナイ>'=リア

林！石］か且n設、ぎれた 仮は＇戸 I/¥こ八戦（／）衣り，こ，

、

t・・
)、
r
≪才

lド())戸 iヽ 苗を屑iえ

計両・(;)

かよりな段I悲

らiオ];,こCl)て，研＇，

主、・.,.、こ’ だヽ．

を伽'、[した］ こhil森札f又l*者しこ勾

刈円しと昌伐を勺だりこと，伐罪搬出の

C) ?:. 7:> ,-,(、jL/)/'.:2人，，＇）査林官力; &iらc'オ，了こ ，l , D, ;, ーネプイ，＼＼．！］，＇●: ノクグレコール，

かもヒルマ， 『ンド］了巳ぐ査林臼＇として~ヘ訓練ぢ棺入，八I岱林と／［外車妬I(f:,'丈 j九冒胃笈を峠てぎ

た男たちてあ<• 1こ とく 1て森林『マクネプ ,-rり）となえだユニホー j,-/ステム（訳吋. irBの天然夏名「技

尼八りと尼｝ぅれろ）

， 伐孔／ご ii:.::アこ稲苗（ハ ';cj罰刈主ーパ

ルマ，マい

林い合を

てし、ご万穴こ、 彼しま仙

義庄を訊ず巧ごと (1本を伐杯1]ずれ

），森林官か伐屈古:Jー）視察 C)

叫：社、!J'.-;., ぃ'tさオしろふ 0)しが， 屯',-i'.尺'1、 :l,t[[i!J~( 吸 IF 、:c ー全くの崎r:、いだ

I 9 :z 7''.: ;t;, ・・ ・几応土不的，臼林闊(1:これ＇てバ 1、C来 i漠索

森林官 0)牛,>!化をこ 0)

と＾等でも

もアら応しだ ↑ 亨'(こも第 2

，八戦ガ戟t-i_(')補充を［且_rlし,, 試;Ji研先□1 9 4 l年主て凡廿‘ず 7ヽ ）ことか八か た

1 9 1 1°1 , i叫， 〈マレー杓土ー）し＇）森林宜ソマピー） !.-(主アカ／ュ（プ）戸 0)天が、史，＇紅 rrn口［土性を＼口贔し,-rこ

れ 11 ➔ 、イ，/_L 1)(で I9 4 3 11: iご訊入られたらので,{7)r た ローズヘ了，ランカスクー両f〔を闘えて

ロ人 C一ぅイヤ• リス嚢林官は古ら l.,・)J/t:在・ロくることを杓咬 L-, f: o) n叶果，執悶り［蔭樹改が生れ， T. S 

Sの頭文字て勺速二りられ，;;げず こ こり）方八の研究日りりば、，伐豆 0)日JVこi林木 0)J圧茫下

か 1分［こ成・:・.丁・ズ） .tりに，林分 0)!Jじ蔭を荘是的紅触！―凸ずること竺忠

B. :l支01丁，料¥itヤ庁1・蔭樹~ナ；左屯知／ずる］．、々 が受砂了ず.";,:::. とげ， ii口：Jt屈曳且rrJ,ご迄国されァ，こと
虔）乙 夕Lし］『-r,<, ぎ林分t.J1: 名様tcJ) 1こから，ぷ、u、て夫められ：日的は，高さ lrnの後
を ha 名り最小限] 0 ()、信得ることでおろ えしごかよりだ尺々K更新を丈]Ji--r;;のに .i;,:要な欺閤は 5

年と仔疋した そりために］口伐は li:: 日以降に工り加され， 7cr1_) 笈に天奴 Iオ車により［「した椎樹~ 覧）周四

丸j いと炉傷 -1(iJ)~『かや！！，＜ 刈r,竹~心業は条考尻，。~）こ~ ころ， 5年. l O 1E, よりおくれて l5年に実臼ぎ・れ，

竹茅：{/) ,;': f本it2 0灯紅オ5よ

,J、び） ,it糾！は次りとおり，

弟 If日， ツ Jl,・士「］り， 直行 5 C rn 以―Iヽーび）脊予豆ス『］開直厄均—↑』 lcj

忙の天鯰史糾か,,rt亨こ左る

加， 2'I日，叶,:.:1及ひ下冨左形以，r:::舒済：山イ直汀翌椅tt占左午国]? [ロ1,

， これにより［填応光州が入り鮫

ソーダ ずる、こかft

ifr』1佐吝），＼こやく疎I五］ずご）＼（り＼ツーし、て，侵入し-,、-来だソ）L り）し＇）防，又していらがた史，罰稲樹をかそ

':'.: こと

氾 3什目'.化「「］樹り）更予i甜積］を保護ずるために祖lCJ 競臼打在外をメLJ 巳~ り

汀¥I勺こ目， 第 3月:[] 0: ; -i ! 
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,竿,,、9 [―: 3 

6 戸日 ， 土.：. ｛, じへ、、

7月→ 目，

1 l ；こ

Ii 伐

閉2l年目， 戸＇叫口 " 戊

ごの技年は 方（り、'( 隻

ご(-.l:: 、温鬱び．）下月1―しいパ~

これr-:,o) _(「4、i文伐拝

・ご~伐げ ］！圧'i/ドC)

邸，,,c唱拉.,,✓ ヽム!・(!
•/」咽文ナ凡乞 iし〈 ノ！

木；·~•--f j鳴生。〉とこ 7万

りヽ尺在して｝、ヘ う＼，、て 1)紅；ン[!をこ'>

勺反直i'椎苗「ご）

, Iこ

．いだ

筐ヒン~ 卜

叶＇咋，』 u •. 

,- 林(!)'］なわ：：態を考1店し・c1; ク[i

Iデ tア '杓i':しカュ、おこだ，hhTJ 

り）ば!:())だ，ぷ）紅，否林tr:」: --

乃ばらt,~~』 .t 汽 fて

’索［青打:ナ、 l,C心くこと，

9’ 7,
 

入夕文~ 仕分改戸一寸~と::ぃく、， i'叉
、tヵヽ［ 口｝， ；；ル］）人究生を[『;焼

ろことか'J詞て左／こと，作業炉月,,か

られ Cし、

ぷ仁＇十一、げ、カーナ,, ナr-~'J ア［数〗寸）1 a に J万だり立「＿「1~\; りだか;' ;;。、後i;「退歩シーて I,：ヽ：1 り）／，息オヽ わ

？ ・' 

一~~，



第3章 人［更祈系造林凸

第 1節 タウンギヤ法 (Lamethode taungya) 

A. 『］」/j' タウンキヤとは焼虹り出墾耕竹を汀庄ずる I:'.J!, マ昌てもそ； 字・''--•= Cl)凡愕，l:;Jりては農耕

筐凡駆して間墾が石なわれるが，大名款り）農作物は閲光を好むた.v,&て，尻墾は伐氏と焼｝、［『,.tる森林

じ）破壊を汽味ずる＼ この焼去ilによるI火ば、笈ーの飼隈質分忙よ一―Cj壌を肥沃にすろが， { Cl)反面，林地

Al員と l壌生物か破壊されるので，ハランスンートか雷に有天］ておるとは保討し如［し、

タウンキヤ，'fO)目的は，農民かかれら（｝）臼物以）ためにおこなう耕転除芦などの を八工芍裁する

栢］『市のだめに共詞列用さ社ることに1i7:, 九則としこ．こ 0)技句ば苗木をfl¥,、成長条j!iじ．）卜 1ておくご

とがだ求され，植付コストが考慮される

!3 . 「文術，本怯 0)技術：t簡単であろし農耕川に生J也した餃，農作物の清］竹形人どし，C, 林文苗/j--:

左列吠に植勺げるか，農民紅植付げさせる こO)苗人は農民によ→ て維打管即され，中耕除草かな巴

れる、農耕か賛It'られろ 2~cl斤覧応訂数［可，こ{!)丁入がな巴れ，農耕か罰棄された後ら必安あれは

以，1：間森林官，土この四門を維持牡ねばなら「:cし、であろり

こ(})ため，平土を林叉扱術と―己弓ことにはためらし、｀を［感せさるを得なし、）考虐ず＇｀、翌： ::t f五木し'Ji、名柏

杉人，販適積，f・国離()_)決定などにずぎなし、 苗木は日光の激し＼裸地に植臼1・｝られろから慄根の苗木

＇エ炭して↑適てあろ 根に土 0)-:Jし、た苗，＇ド，又は合切苗豆）導入が肛主れごいろ こり）台切菌，•け根系が

凸鱈をはしめる田の苗木び）蒸散竹川を戚して枯死をぞぬかれ 0f.;かわる 咀付距離に出しこは—定の

祝且，j州なく， 形八と の地力的風習に 1八存せねげならなしが， 一般忙かなり密槙でぎろ、 J的ち

ha'崎り],() 0 ()不~1,250本に達し1げる 森林官が使 0ぅ竹度指導を微底さ•ヤと，梢付を成功ど梵より

cし（））そむ~ならば．仮，t,::-: 0) J'. 地の所有者たることを必サどとする m: おぷiJ、は嬰足に 峙的にL'、―げら

且たに1 有林り）林班豆）トーに—[現されることになる こ［りとぎは久 tりことを定めろことがで賓，;7)l 悲業的

一土地以用の期間，農竹冗直付の距離，苗木梢付の即雌、

u. 作業 (7)費甲， これは により，農民の管坪期間により異なろ，しかし..九文にそれは1州少 7:S:

も旦）f:_', 苗木代と最後立）数年閏の野i主費用がそ (7)ずへてて hd 叫り延 20 ~ 5 0八てある

D. 爺青果，本広はヒルマで発化し，次＼←で‘／ャワ靡，今［廿紀当初にはイントヘい用されアこ佼にア

フリカヘ導入された、アフリカては、ナインェリアにはし手り 19 3 2年コートチ六アール Vこ紹介された

コートチポアールでは主としてサハンナ地愕に適可されてチーク樹 0)育成ふvc仄，」「月されたが，訊鬱降雨

林号ては殆と進展を見：：［かぐた、ところて人の事・t::には汀忍せよ

ii) こ0)万よは冗全な閤橙jりうみにづし、て適旦］されりるも 0)てあり． ー(j 了て 0ぅ成功~, /—，レ

了ロビ'スタ柿に対して計唄された 0)てあ 9うた〕

b) 本i人は虫害かひといへ，戎林植物の大歎てある昆虫や蝶類が附光を好むからてもるし

c) 心人は最初から森林稚樹(!)発生を除去してし屯り，しかし，これら稚樹ば導入した苗木を

おおい，森林環境を形成し，在）月樹の枝芯を谷易にずるぐ

-10 -
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日i'!り，ランノ
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［」に；・:"i、’こ附相てあ芯，

さicる。そ{!;; にい泊付力仏どし C しj:_, 五］ドを

、長促入信を第ニーと丁 7;;- 周団 O_) ーニ文〗 Jr(、エランハの成ょ＜を喜［土ず

ジン,_, ヽり）徳~形を通［白だらし茂,t文畜をご了/、ると C―一 '.ift「!,t

こと，枝落 0),.t ¥,、ごと
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ロ〕子4材(Cハ破炭，森林 0位娯げ了フ 1) カ

旱， トオ、い伐伽j,',曳哀J)罰）iJ 人1予ドo,界芯見ら L. 勺}Cあ

主干 f:り手戸終り U) :~ カ』 iヽふ ~5月）口間に直凸 llJ -~ 1 2 c rn 11) I::: ーフ笑、ソルカ1,n F層柑i'tを刈

払 5: 乾季り）卜平期（巳--8月） 0こは itl(予::¥0 c rn』）卜 I_)¥'! 人を戸て~戊仔:j(ラン "~tli ては白行 1 5 cm 

主でり、立木を
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豆）伯’い樹崎

を

コー cチ

し、＼デ i、ヤ、tよ

~
 i‘ レ一ヶ巧ノEフ

こ~ー，;") i j免たす方、勺rfJ h 1i •v; り乙~l O /, こ立）

［応門しへ ,:c·\" 国木在あこえる（りて/+、 9月~ 由

鯰に憶校ずるも CJと推察

翫光にお翌，説介ず，：叩'i:を刈]::,i, ，ヽ

0 0 ,_ 2、30 0 mrnて叶：季 ;t7 --8 カ月紐共，的~季は 4~

¥'[ち， 1、グ, r→ / ., スベ）了エンて末内方1い］と由乳L

障｛『：尼 f;,らい：外ずる地区を叫入ずる（沼

メ;,-一ゾ，中央~ アフリカ， =1ンコ，

0)どして刈才'われ Z 二次か芽か

中芸芦〔し~ 八＼、。八彗ならこの樹賃

いに艮＼＇［［着ずる時期をね応り

破壊しこお¥.,・こ，＇プ~(ヘトに↑ 由

！し｛、直］をずる ずで忙乃円樹か伐

！こよりおこだわれろ 3 月］も『i;苦噂11,:_I) 

て伐倒ず巧~ ←-，う叫凸 i:,度乃り）て参考（］）だ¥'){叶‘亡：し Cおく），乾手り）下半期に八

~1, ― 



径.3 0 cm以上の大木を斧て巻窒枯らし，主だげ，薬剤て立ち枯らしとずる 乾季の認りになれば

木や残骸C)焼去IJをはかろ (8 ~ 9月）

ノ、）墜地，焼残り 0)楕生を山刀て伐芦］し，国↑J 0)列をひらく 6~7rn梢と 12~],irn梢

あり，後者は最終成ぐTぷ数によろ距離てあるぅ

二）植付げ，柏付苗は高さ l~ l. 5 rn o)合し］苗 (stumps)てあろ これは根を :10~35cm

C)長さ Vこととのえてあり，移棺と；古沿c:〉和織的試験の結果， こり）苗木形式が採甲された 0うて危った

罰付作菜を分羊五叩ずろと次 0)J りになる

7月応ランハ 0汀畢［をとり鉢に播輝すろ 第 2(/)葉があらわれた[)『に， 50 X 5 0 しm紅樗梢ずる

が，これは 9月になろ一 次の年OJ1 0 ~ l l月紅しご苗は 15カ月生になって＼ヽるが， このとぎ l~ 1.5 

mlて切りつめられ， 1 0 ~ I 2月筐は：樟ずること［こな巧 梢穴□10X40XtJOcmて，吼信間隊

ぱ 6~7 m, 主たは 12~14mとし、，プラサヒ Jレコンゴ（旧仏領コンコ）でば］力所匠台切苗を 2

本つつ木直付，千るのが例たが， これば／舌羞イJこの際忙補檜をさげろためてあ::) 苗木か巳上とも叫羞し

たとぎは，刈払 (1)と蓋その 1本を除去ずること忙ずる、

ホ）維牡り釘璽，競合ずろ梢：、［から苗本を鱒放ずることてあるーメlj払ぱ最初 4仕間は年vc:-i :i:,J, 

5~7仔目には 2~3回を要ずる（；森林の焼払から生ずる扇互ぷ翡常に成長り）はやし

これら二次闊芽の代表は，パラソリエ (.vlu s an g a c e c r e p i o i d e s) である

賃より成り，

かかる二次崩芽はずてておくと急正忙ランベを庇凡ずる，他万，燐払とその結果得た日光応［りお

ひたにしいノル性植物が発生ずるっ維持管坪は 7年目て終るが，雑本の強））なら 0)は攻除かれ，雑木

U)靡さも 7釘日迄は 2~3mにメ「j払われる、このころはランハは樹高 lO rn以上に逹ずるのて，それ

以後は朋芽雑木はこの崎さては枚溶促此り）効累がこしくばる

C。 4汀去の費用．植付広は全く手 (rてよろり）て， ,t(プ）費旦lぱ h、l当り延人数て表現てぎ フ

ラサピルコンコ森林いの実例ては，年間植付印積 70 0 haの大事叉区て ha青り廷 13 5八を所要

した、その占訳は記 1表のとおり，

第 表

作業の形態 J:fr要延 形態 所要延;¥款

跨査と 区画 :1 1八 7 5人 人

下層棺牛り）刈払 86 fl 弟 2年目 7 9 

伐 倒 9. 7 II 3年目 1 0 6 

焼 却 () 7 II 第 4年目 8 8 

細 路 開 ニ一認プ1』 1 1 7 'I 第 5年目 6 8 

巻 蓋枯ら し l I 7 // 第 6↑1日 9 6 

地 招 合 百--「 1 5 5 維峠冑理合］~ 5 l 2 

苗 木 1 0 5 

梢付と補哨 6. 7 ha~ 月 り合言I I I'.-l 9人

--12-



てり）他に全般釣業務に ha当り廷 20人かかるのて合j「は l3 3. 9 J,vてなろう、仮に叶，記作叉！］

を 30 0日とずれは， 1, 0 0 0 haの造林には ,j 5 0 /ぃ'/)臼務を必要とするであろう，

］）．結果，この万法によ，―-て，フラサヒ J,、コンて：ては 6,5 0 0 haり）ラン-:、9臼林地が:niJ'!ごれ

レオ天＇ールドコンニ，ては不詳であるが， こ］）数．『より下．きわ乙ことはだし力である.. tっとも古9、15 

汀―!3:0U)造林地侭ついて調斉したところときは，

イ）旧行成長は 12 X l 2 m ~ l 1! X l 4 m O) • り形棺て年間 2.5 ~ 3. 1 c m , 6 X 6 m襦り）

合にはこれは 2.2 cmにずぎな ¥'o

ロ）樹底成長は年間 l.・1~1.8mてあろ.,

ハ）材積成長は I0年生い場合(}_)材積が

GXGm棺

貫ぷ↑

責
9

不

ナ
ー
f

,

L

↑
 

↓
T
 

太

！

り

木

己
i
 
‘、

単

h

3

3

 

，ヽ

n
l
l
 

！

！

 

5

5

 

7

4

 

2
 
3
 
05 

12Xl2rn楢

0. 3 3 () 0 m 
:l 

20~25m  
, l 

でこ 0)林令ては材和上は密棺炉すくれて＼、そへ

第5節オクメ法（ ＇ La methode “ Qkoume'") 

オクメ (Aucournea klaineana) は赤道アフリカの四方から沿岸地帯に叶するカン？ン和の樹

種である ;3 本［オii.とくに尊重されている 3

オクメの自生はカホンを中心として，北はキニイから南はブラサヒルコンコ迄におよんてし、ろ 子

の北限は気象I、YJ赤道に一致しているが，これはオクメリ）結夫か 12 ~ l月であり，赤道北畠てはこ 0)

と含が乾季なので癸芽成長に1、..le:;たからて克ろう オクメの戻限と南限は雨贔の地j凰て乏叫：かつく

オクメはその成長のために年間雨量 I,6 0 0 mm以上を必要とするからて足る，、

A 會 目的，ランハと 1五］しくオクメも完仝な陽樹て，現地人焼畑，伐跡地，直路）協，風例木の穴な

とにその姿をよく見か、↑ る その好日性のために，受光記不十分なレイヨン i丈てはオクメ直林はイ、成~

玖に終，ていろ方こ 0)ため，現在の棺け方法ては梢付から 3カ月間は賜光じ＇）もとに苗木をおくことか

ねらし、となべている 3 いしランハり）場合とは反対紅，人い崩芽を苗木 O)守わり紅維持ずることかしだ

加ばってくる。それはオクメ〇）苗木を矯l[して追 [iならしめ， を促連さずり応不可欠なのて&:Jる

天妖朋芽は怠林の伴奏者てあり，極度紅これを刈払うと低い枝を多くづけた形のわるい芦本をつく

ってし夜うヘオクメの郷土であるカボンの気候ぱ年間雨菫 1.6 0 0 ~ 3. 5 () 0 m mで， I O ~ 6 JJ n 

甘］季と 6~ 1 0月の霧の深い乾季に分けられる Q 畏へた気候の他庄」にオクメを導入した鰐過に上れば

（カメルー/, コートチホアール，マダカスカ Jレ，キヤナ），雨亨阪界の考膚か必要とおもわれr:._, :±: 

壌因rはそれほど重要ではなし、が，珪士質や砂質の士坦は粘t:質 0)・土地より［以粕か只＼ヽ') --• 砂に噂

湿過乾o:ぅ七地でなげれば成長する、可

B. 技術，以下り）各作業により構成される。

イ）調査と［メ画，ずでに伐採か終 9うた森林でオクメ造林地紅変える j1をし））そす「土叶に閲して，

東内方向主たは南北方向に細路を伐開しポケノトコンバスとうC _c ーンて 1X l krnに区両ずる心次い

-13-
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5 m, り＼り i戸 c;iし

5)〈2『!O; \を~粋ば百
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足

ぐうむよt3 0 %を信；累

し度）、＿苗~木が成長で宝る

ーit厨rJ,主：自臼

工晨、日 主玄とし，

菱(!)~, り）で，町奇:!J)只咬已）

れだぐ，ク）で主乙 苗床~ 尻揺f宇ずると

苗は lO ~ 1 1 月しよう［ち雨呑り〕凡だらし＼シ~ース:・;;り）当幻］忙おこ，1:(+-,れ~ ろ

0. 8口辺‘，勾尽占

戸:-8罰 f .; • "1' 

~09{ 
ら

に
ヅ

It O'.! nり．）

カホンでは，戸旦！苗は―F巳分い姑充］）考庁

C 

ここンデン 宣〈, '7'''レドーザズ〉キ

小喜〗 -.t りも劣‘ろが亡で方ノる

檀臼作業ばテヘて雨主 (C:虚屯さ

わ，祖fj"fに必髪な柿子量を乞年

オ） 冒国, t;:: 3月り）

戸史~、花匂えなカヽ ）＂こし オク/よ

字←→
ぎ し ＇ 主

つjJヘ
ヽ
，
‘，乙

＇ 
r, 
F
e
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rc 

.I、[(T じー）オ,Jー）

l芸 t,1~. 翌人が t•.·飼I 丁ろと~ ぎ

は l~'.? 日冗惰単立苫床に主

5Xl0cm, て国髯戸ずる。

'"" 出

jし了ものを｛史庄！すz,"
}
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＇ ゞ
、カる ご苗りふ危索か直魯や鉢

オクメク)他子は冷凍

1~2戸の粕

1カロ!Jの 3校

切苗は蜆担大り〗

炉が口／育ゼとな

T :!! 刀ぐ幻払し、、が1:cぎれ乙，［可告、庄耕ポ綬の違入は1位足な

く成』,jJ乙f也!!, をを伍＜ うが｝苗木紅対して植竺、のコルセ、ノ

区，;-｛閾信ずるでぷ':>Vこ完全に周門 OJ檀生を除丈r~) ことは得策てなし、万この木直士によるコルセ、／卜は苗

才＼を主っずくに成長させ，枝裟‘お万:i足進ずる 40〉であ乙、このだめ刈払は非号応テリ~ ケートである 0

＜尻バラ Ii)エ（訳n.莫；；育て了ンフいラ "1}-L'2Iう ）り）期芽は年間 4~6n1も伸びる士紅，

フ’レトーーサて歪け、：］――::t窮を肖l.1了）ことによりハ弓ソりエ（主§呈位に繁殖ずろ C')-て平主では避げ難＼、負オ日（てな

パi• し~ ベ〗／リエ i:t翫伽ホルモンの げ対して弱 1,―、ことか試験 0)結果日EillJ、されたの

へ）閏伐，これ：n且打・,C) ところ式霞中て忠'T~ 「芦伐忙より 15年牛で h,1当り 60 ~ 6 5平

(12X12m)&こ分クメ［り本数を：〉ちひく 0)が日忙it'、か， こU)つ.tし、［悶伐が胤倒その他 をひ

賣おこすことか郷点‘こ図れて＼ヽ；；:, こO_ぅ閤伎，))崖物は ha崎り 30 ~ l 5 0 in" 四~およひ， バルプりに
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C) 正）2 もかまぎを上としそり・小足分を伯本て袖柏

するものと思われる。

1, 0 0 0 haの造林作業地は年間稼釦 30 0日として乃働各定員を平均 27 5八必要とし，年間フ

江）1 年間使用時間とばフルドーサの1更月］時

ルドーザ駆勒 6,0 0 0時間，

ずる。

D. 結果．現在り）ところ，

ぱ本法で， 2,000haは 30 m巾の帯状地の上に槙 9日ける方式をとっていろ，、

の間は 20 mの管状地によって分離されて＼、 Zぃ現在の造林夫珀は年間 2,0 0 0 h ,Jで，やがて 3,001)

haに逹ずると予想される。

125~175馬り］）ブルドーザ 3~4台が入る屡t中場（［）設定を必要と

オクメ恐林地はカボンで 16, 0 0 0 haにおよび， そ 0)うち I4, 0 0 0 ha 

こ豆）餃，植裁悶杞厄

そり）他の国での章林面積はカメルンで l.200ha, コートチ元ミアール

では :'i0~60ha,

忙ずぎ 't,c¥,'o 

マダカスカル， スリナム， ガーナ， インド， インドネジアなとでは樹木！宮］，・｛手1且

カボンでの造林成績は次のように祖IJ正されている。

・-15-
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） !: 投入；;; しを凸人尻要水し， こり）ために造林コストがとてもひぎあわぬ禾呈吟価どなり，かつ竹業の

分依イ［＇と施呆！直 if貞0)刊;~I: をひ蓋おこ t(訳n。 日本流忙 t:lえは，下刈か，r,:かなか抜げなし、ために下刈

i言積が］：曽）＜する一方であると＼ヽうこと、、）ことてよる屯 0)てある この胞菜卯栢(/、)一大は，熱帯降雨

林翡苫で遭遇する！＼的寄日り条件から l-;.て］「容て彦な t''

これら (JJ2点は紀r・ー］，導人された苗木 U_)成長ふ＼不十分なことしこよ［ものとみてよし、 なせなら，手

人 CT) 日以と廿—iは苗木り，［長 0) 志度に反jこ：例ずることは［月白であるからた 畠林地忙導入された苗木が強

建デあ f_i' 色述に成三ずればオ・るはビ，手入り）伎水f:tずくなくなる 苗本が迅述忙周囲(/ヽ）天然賢芽植

ljを1tifilずろからてをる これ忙｝又しこ，尺鱈の朋芽匹より几仔ljされた導入苗木は主わりの附芽紀よ

ー）に窒息ピしめられてし市う｝もしパラノリエ（訳三，アフリカ庄の錐木で成長迅速，迄林者泣かせ

員） !¥'.; 物であ;;;,とし、う ）を出織州］忙除；iー、しなし、だらば，オクメやランパの如哀奸成長の樹種すらもパ

ン／リエ忙庇圧：され＇こ 1口戚しこしまうであろう g

このために，ーカでは好成氏をもたらす植付江を戸＇甘せねばならず，他方ては，植付げた樹樗より

も早く成1文士巧競合1杓梢主を，有効かつ安価Irr':唸六ずる蚊術をとりあげるこどが必要になろ

それては t1自付，,~-た苗 /[(0) 成虹を条件 ,_5げるエ因子はたんであろうか，それらは，水， ［壌，温度お

よび湿及，そして反光量と考えられろ 久にこれらの各因、［を検討しようぅ

L 7K 

われわれが興味をも三）叫ー l-')匁域てある密林ては，こ 0)因子ははとんと一定不変てあろう、尺せな

i-;)ば雨量はこれらの森林気1戻0)「では十分応すぎるくらいあるのが普通であぅて（年降雨量： 1, 5 0 0 

ffllII以卜＾），！土厄旦的な過失てもおこさぬ限りこの［月［のために失敗ずることは;,;n、っ雨量が非雷に↑
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ト分パところ，又は占占『名凧豆）ところては人間び）臼鳳~ぱ

八）J 0)戸りさがそ：こてi't感せられ

填-

1

 

ーり
'
]

L
{

，’
 トー

苗木の成J又しご閃 j?: 士厚、し7)閑響は旦く＼られ"::I, ごヽが， !J襄と平，｛，＇）札 I

（l）ん］謙U.試苦降！詞木卜に見>cこLt凸片的て厄り lli冊てな〈，それ．［り

に力くれて不国瞭な姿どな／てし主りり）か「t・て；しろ 一般'-)に fi-',_' 

を選択し，不

ど'’ ： ., 

の十壌を除去することか、人）ぞ庄しし＼ 五石を名く合み， C') J凰 :t兄

あろり しかし立から，梢，f1へ庄り＿）沢j口は上凜〇門貞と，主独［月i恨にヤめられでし、ろ

3 汎）夏と湿度

訊鬱降雨林り）自鈷は 2o c ~ 3 o" c uJ 

したよりに“凸温多湿り五宇”を杯）！戌 jる こ¢りたば),

＇）＼ヽ ',~0〗 :t)> い、 1),, -

な適吠~：ば~ 翌限り，晶＇団や直［度せ J

ヒ
寸
~
ヽ

才
9
,

9万十虚

, 5 0 o;,~ l O O %, OJ; 足「夏を保わ名い）嘉]Ul 、陰町、'〗>叙

を割尉Jする［入ifとは尺り髯生し、でもろう- しかし.f且1『力;)ミり）選択応よ，ー、てはこれら ・,1信木り）

に日1開倅であろとは日えだし、 阿蔭下り）栢いと裸旭 vJ亨林ては二し＇●〉-ク,,「(7う ど湿度に—:2'.-'i,;f一〕巧 lぅ

占林erぅ下て／ど裸地に』しして

まだ，山~-た庇蔭度い卜で辺）琴咀付刀仏は固， ;Iし：温万と湿度 -:i: ひヤ—ーおこし，このだぶ）1+_iる苗八の

4: 岬 r白反lい（呼吸，蒸散， そ C) 他）も又~，たとえば，吊林下にフ)ソウ］亨直入］る：Li;{、i'し，タウン

キヤ仁と（訳叶．蝶地造林て

, 
) 

尺らひ忙樹夏の亥化は吋くなく，平均気温は 1~ :l じ 1£〖下ず 7

を欠くこと口述いとおり C)り）オ*fa日0)均合とては異 こく 7:)て皮乙

各樹種は熱愕降雨林の自然灸付を好むのてあ lつりが，温度｝湿度（ご対｝る苫屑↑オ,fl0)斐ヽ｝、1主人 fこ分

てなく，で含るたけI.且くこの諜顕を夫験りにだ明ずへぎで店ろう 2

,1. 受光景

熱鬱降雨林では受光贔がおそらく苗 の決定国{となるで虎ろり 望鰭i叶化flRはこ(/〉'ベ・丸贔

にもとずし、ておこなわれ， この受光畠を加置調筐ずることが森林官冗と，て可誓てあろから C尼乙

これは取扱＼ヽが容島な因（ーなのだ＿、しかしながら， これ主てに“光,,0)作印り）［、から岐};c〉文1化を

蓋出して蓋たとは決して，思われな\,'• 0)で況ろ、峠愕地万応十分に分目こされてし、るこ⑰） "; 粁"0) f午，:,を

懸念したために

この』里山として次の如 ~s 0)が考えられよう ひと＇．）は他 0)人年（ぶ，i. CJ- 口，・パ）在ら東 t~

めに熱悶の強烈な光をとく忙危羨在も 0)と見勾、しだ八々が，これに夕j,t・ 巧抵旦を棺吻 jl店に庄ておし/

ひろけたためであると思われる，こ他の開由としては降雨林のだかり）況字の如忍吠席をみ、て乏し＼，ヽ乳，バ

なかでも成長しりると 0)錯覚をお~~ したためでおろりとふ考えられ 7,;0 

弔丈，つよ＼ヽ庇蔭にも不狗，試舟霰林豆）環境し主楕 '.i に、t:r して成長に心した芦条付~を賃伯ず入しい(!)

如く四考えられて＼ヽた

このことは原囚が複糾なために，森杯官には戸文がにし、間わからなか た〉この貞‘｝とは，試苫降

酎林り~）主要商業樹［車が陽樹てあり，：：れらは下木 (I_) し vf ..、l.,_り）中では史新せr, ,. 穴”い）中て史ぃ jる

としヽう事実なのた〕
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オフレヴィ Jv蚊疫戸これ氏．．）、-c己立．吋 ;z_, 、→ 灰戸工『青戸→ 受平;,:,こと,,; だ祝 C')加りして非雷に-文

羹〈依存 .7,-, " こオしば叫 H二ことて厄 1;,u .• ，．の査杯?.)、不四］夕）宣酋？］~ と名愕ち環堺 (l)'ドでは化と

え土乙どか'1'写万ご厄公としご;I直ft:いこJj¥〈土叉.~- j~j, 乙iこ）こ芦年され

ミ米，―午崎f7ミ訊定万江，ヤク、＼ゞf::ために，又→芦更直ヤ▲乃穴,'.') ' " しく ,tfirす;了トサ戸—：ポi廿路（し， -r 万ン＼

9り干て卜壌仄吃ずる光乙、い（こ)'、て八なげ、 /f江がし力'CJYJ nを杓し、こ,,,;-_ 

崎i均，八々 は友勢木后'.:,'_)恥さ，う＇、生芸 I'主序計価し行匁力 だー＇）てあり（ふ； ,tそ lO m v)喜i2:, l , ,-

優認，ド屈は茫否された光祝 0) 凧（こ戸羨仄鸞 1~詞～る 丸｛］で,;:、 t、く冗らオした 1『}こであるが， こ51n「I;

レ，fヨンり）；ーザては匠蔭な誉院池（「）誓if↑り）玩受兄炉ー（り 5~ l 0 り々—: のみ，｝＿）量しか

ことを，かご―〕て ::1:直 fバt!り臼たてもろりかう

応罰し、1:iなゞ ''ど口り

楕11げ応加亡ー｝：要商覧胴料！に「又:i .• (汁';z1;i不几り影製¥7))月 1 バをわれオ、オl、しj 今•ペトー、た喩已）に知り .t、しめ

ところである心・:ずだわち，

イ）オフいグィル打'!0)ンイヨン（式左．［□2. 5 m Ci)珊跨をぢ，卜ものでもらり ） iT}'「ては，

オクメは成又不良~ であ だ・., ,j・:Jメ：［」1n 丸を怠fむ生種たからておるう

ロ）マル~ チノワーラキヤルト芦告：＇こよれは、',-.・_ y ンゴン，＇、「 :irriet1a u ti] is) '.:I 0年生

り〉平均忙1『r成長は，マルチ／ウ よるも（り(!_)}jう;. レイヨン王によ巧犀贔り） ti c1〉より~)「叫口に-)'

れてし、ると五う マルチ／フ土豆）力か林詞の I几心か軽位、。コートチホ―)----; レ（の例では，レ.-r ,iン己 /1(

よりニャン,Cjンを植召げた屹ぅ合， fl, 年生て乎已椅閏 5-~ 6 m, カホン (7)釧((ま鯉庇蔭地 iぐニャ／コン

を相付けて 8~ 1 2り］り）干I言樹高を得てし、Zシ＼

ハ）、／ホ (Enic1nd「oph r a gm a u t i l e)はカボンり託験て（土レイヨンの中では成育不Jclて、も

7;,,、もし冗全に佃；］佗蔭ド応恥れは年樹閏成長伍 l~ L 5 m匠逹するで度ろう、

ニ~） トフー／ 〔Douヽヽ ie') 炉；7)翌s迄林陀（` ）！―[かて， /l/』¥iま完 J)で）ヤさと胃｝、¢ぅ胸磨j!古i

目］り．〉関係をしらへた， これはカメルーン J)ホヌプパ試告臭訊でおこ唸われ，］・廿｛ー『力沈はレイヨン法vしよ

/、て＼ヽ る この測定はり本かり）苗本にづし、てそり)苗木 OJl. i m高 t')固囲をはかり，ぞ（ぅ苗人がうげと

る光祝のり祖度を同時に祖lj応してこれを露：‘計の土忍てあらわず =ーの指数は 2 5 AS  A フィルムを円

し、，卒叶¥1/3 0秒としごぷめたも旦）であ たノ第 1口を見ズ） f:' 橙付けられ左苗木に閉して得られ

に光ず尿の強度と，そリ_)苗木り愕凸州州 (1.3 m 凸）じ）［畠匹ば十日閲がみと~ められ

峠農降日］林に所召？ずる唸又樹砂り大部分は臼付ii『に出り陽 1釘としてり）忙男］を ,~1,-! ものと衿えられ 7.

ー・『なわも久り）各樹柿，

Au c ou m c ;i k I a in ea n a , Te r m in 11 l i ;i sup e「ba, kh;;ya1vo1cnヽ ！ヽ，

じn1 ;1 n d r o ph rag ma u l i l c , Tr i pl oc hi ton s cl !、roxylon, Afzl-,li;i afr1can;1, 

紀言として，光祝 U)贔 1:t苗本の成長に対し 4,'とら 1リ］白な条件因子であり，これば人為的調笥にも

全使だI人」［な C')であろ LオcJ.>れI:t, fl什付 1日と砂い~ 崎f11化）姜';j「間，庄じ蔭を調杷ずろこと vcより光紺り）

州（受光州）を亥化させることがで窒る豆）てある，、出似戸するなちは，執号乾燥旭閤ては人然更新，ビ人

［二造林い告IJ 外り［元［~は“水”てあり，熟鬱降雨林では“光"て厄ろ，とこうこどがて彦よう（たたし

“兄＇＇が苗木の成長に 1月する絶灯(fJl月［てはなし、,:とは，了り主てふなし、へさらに叶細な丈験を凸 illj 誼~
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ろ

占翫 ii、レイヨン v~"これかれス：苔菌木かり vヤと -
V
 

:
 

9T~j 

じ C')多マ1!_:を‘ら し， }、沿息

」り変化を，戸ず

し各苫i<し万閲凸正］ぃ月 (1

ろ凡 ，J）担翌か凸められ 胴

可叫 tt曽丈.t・るごとふi―)/jヽ-,),,

第 1 図

第2節受尤量の研究

熱鬱林業技術センター（略称 CTFT)は，最丘 0)林業研究の干日栢を，最太，/))『＇、を IT] 、乙芍けヵ

凸 C')検討の上におしいて来た，、

解明すべぎ本質的，具頴 (;t、次の如し，

I) 各造林Iエ兄筐，棺付げられた苗不匠主たえられる）t立）訂］いびいし

II) 各主要面 が吝々痔求ずる光の凪と四0)以送決定

0)光に対する要水区と，各危林仏が苗木忙対して支恰・cc"'る乳り）＇『を祖 lj;:こし(, 芦樹屑i¥仄

殻適 0)造林｛一人をぎめてゆくことがここではり）そ主れてし、-:'.1-

受光いの研究ては甲なる経験｝義や印象(})知域にとと生ぅてはだらなし-,_,訓定に［釣信られたz文-;

によらなげれば有効な比較は出来な＼、し、測¥t'{[!iO)佃伯は絶対的八ふ 0)予な i， 、に壮工， reお十分な喜

刀をもつものてあるしさ

各造林広に依，)て苗木や袢／）卜に危だえられだ光 (I)呈 O_)決定万り:fては， f: iK1 ニーくは粁〗_;_;「vi'.:.Lら

訓定と，計算式による方式とがある。

光量計 (Acti no m凸 lC)  0こよる測定）］人を証叫しより これは各旦林らj ことに，導入されt-:苗

木と同 I仕＇もさに光度測定器をおくことからはしいられる。こ互）測町晶旦 f)ら，各瓜林LCノン'

TSS怯，レイヨン広 e 1 C)  0)「しこおかれた苗木がこ：益した光量を t7メとろことガ Cぎる 訓定ぶ

旦ぱ日紐旦I(He、:1iogr;iphe)又は光fii□(Actinom臼-r <、）てあって，';'(令八 1幻候両期(-ずく
なくとも 1年間）の間(((_一定の長所に降りそそく太陽エネルキーの丘＇をよみとろ 4o(}ー）て主ることを要

する これは各叶八［ことして光線。＿）強度だけをあたえる 11召凄二t(Luxm('tre)よりも好ましし、
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仇条件 0)相直，人1jバ原因 Iて，［どず<C)て，との訓冗信 t化対的な「／『拠とはこえぬ応，降巾林 0)遮光

タ)釘効~囚 iこ［い認され、石てあろえ 林内気温か咋闇氣II』より 2~3°Cf[¥;_¥,、0)もこのためと刑解てきる。

丘i戸仄より m+― )if汗旱を',':め Z,)j人は，兄r、)l(文，字に崎屈tる力：人で足る，、ごり）］甲向的方［人は

森林卜い「甲宜，',-士加氏によ-,・c研究 eされた森林列;? デ＇による、ー｝；［エて，一定の大ドさい伐採幻穴主たは伐

打り），間 (I古］囲の樹凸と罰の「I;とのJじてその人ぎ ）中に l平の間に吋逹した相対的叩度を坪

脅ti']に1尺定.rJるらし）で，そ立）｛薗l:t.' う尺守た.il雷:(l)己J「{t地り〉緯1迂，穴生たは骨 (7)巾（周辺樹高 (l)何倍か
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中の卜壌へ逹ずろ相対的叩度の虞信を，計肩により水めだ t(7)であろ＼ こ才しらのクラフり）適1:],J、ィ草度

0~5、())間に隕られるてあろう 各グラフをr昆叫ずる 縦軸は相汀的）凸度を＇いて cJ/I_ た］り） 可且「
L
.
 ，
 たは穴の中の点で得られる叩度と冗仝憫地 0)場合の由笈とり），じをわらわi 樅叫iは第 2~01円3:メj(t呈

生たは穴のひろさを固辺樹高 f[OJ倍数{})形で下したも 0)で， 翡lill椋］心j::t、1I ---1 0 m ど•一叶；にし、ご度，＇〗

元 4図 0)灌軸は巾 40 m の閉 (J) ば~国の lにある，直の竺｛位をあらい L.に(ゾ！）て店る

） IJ)中心と罰ぃごらとては杞汀的口互ばこ｝だり，昇［り）飩が東内 tごノくられた

ゴ＼1
a
 

(‘ 町 v1ヨ

ンと考えてもよい，

合と南北の場合とでは相対的尺度がちがり 第 2t久］はこれら（［）口佑関係を店らオ）しだ土り）て， -うー 、）
吋,',) ｛丁

昂 2lXi を見やすいよう紀洋純化したものであろ— これら J)図から

帯び）巾が同ーであれば，

よりも大でもる

罰の中心じ')J・. 壌応逹ずる相対的i」;,度は，

のことがわかる

東内万 I右］］）間 C')りか 1Yjl:り向の型

一定 0)由径 0)穴 0)印心に達する相対的喫度は， I口］し 1打をもつ誓い中心忙達ず.-~ そ才！、tり土 if:I: れろ

すなわち 50 Sりの柏対的国度を得るためには東両力1口JCl席ならば巾----ll 
G 

1 3 l 6 l 0 
なら巾を To-H = 5 2 rnに，ぞして円刑 0)穴尺らば 1白仔―---I I -

1 ll 

2°1 rn Iて， 皮i 」 !~Jj! 叫(/)界

6 ii rnに， それぞれ森1本を伐国j

わばならぬ.. 愕ゾ)巾， または穴の面径を 20 rnと限定ずれは，

％，南北万向の苦ならばそれは 22 %, 

豆l:祖力1匂('):r片乃：らげ才旦文］「白,iら！夏t l () 

ぞして穴り）場合は IO';{, fてず〉ぬ3

第 4 区につし、て―l,z ると，翠の中心］）粗対 r;(_j 叫度は 6'.~()りにおよふが， r;-;: o)ふむ（！）それ i:t'

みにす含なし‘、

3 7 o゚C')

＇史ぷ点に受益する相対的訊 1度は［冬lから得られる坪論伯よりもやや大ぎ＼ヽ、たサなら閤宅たは穴をとり

かこむ森林の側面からの光線を加算してし、、なし、からておろ， これら(/)側面光祝により下木,nr, かに

す~ ろ椙対的即度（り合計は， 2 ~ 3°1, で序）り， ホ寸レル氏は油吐 0)如くごれに→ ＼ヽ・c3. s';;, り）数伯を得て
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オオ,+旦n、い学的紅打和尺叫拠をぎ/..:

'¥)ぐ）で＼ こ(l);;: ヽ ］芍^ ］差八内果,' 、り、 り）＼了訊+、在り1しhn罰 .t')1. 兄護ーず';r,,こと｛て ,'f,7';; Cl)ではな
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第5節受光量研究の成果

アフ i)力狐告降』：林て使用され乙冬稀造林Ln r.cかて．受児鼠，土」冒林)J又りO;i'':'; 戸iい万来を構成

以！ごり）罰;;~·(})茫用を集］）ヤJ れ (f 次（＇）よ〗に万，｛ぅり～

I) 芹直由下の森林の既知り）占、匹-:,I.、C, If lj rn 形~ り；伐1菜孔又は學 (J)'「ifて；玄寸 2'.」ヽf:1(; 日を

より］尼嘉言 [I〗（ぐ:)長入りることがて

II) しかし衣がら i/1接に測定1全員「により，:;)_fーグ）丑且討t信を調 るこど i、，衣可欠てあ巧ジ

Ill) 蛛悶降 1月林豆）ー下り＿）士以筐虎ずる）『；線ご景はとく 1[こ［わく， （了i―it;_f的i::'度 l~ 4'¥,), ご；ハげし

蔭り）「に｝三．＇た：、j~'.1 苗の戌長をし、ち しくど主たげる

IV l尺夕｝；杞ア 、ば、人―［の造林土し-r-:ct て導入芦れf苗本仄又丁して， ,:_が主でりえられた）こ兄兄

非常に名汀ヤ尼ご）が，多くは且万匂 VC,-く)'.(¥ヽ畠 iてしかずぎぬ, (5~:20'¥, の相文r1YJ!0―cfり）

V) じ翌好j業樹扉が要附i-る最適之兄足ば、；文）ー解叩されて｀ヽてt¥、 ，ぞれは研充中てもろっ し力、し

翫象竺ど良識は/!,:,,のこ>:をわれわれ応教えてし、ろ O jなわち，

il, オプ／マ' ) />ヽ，フラミレ，オク，メ（い各樹種は＇完全裸地て最~ 人（}ー）成尺をと;,)'そ―:,

ト← では成f;-_しなし、',:-り）ために相対的＂名；夏は 75~]00%に佐責されねはならなし、＂

i, ＇ 
~,` 

b_ 二＼ンコン， ．ンポ，アカチコ， トワーンー， イロン/:・'ア］へ，こ;/:,応び）各樹袖は崩箪¥,ヽ 孔

蔭 0)下で成瓦するが，ゃ，まり裸地てい成長は・tぐれてしヽるので，相刈的叫豆は 5() ~ C) ()"りfぃ義凸て

店る 3

c. アホ‘ヂ v, 玉ゼ．ば裸地の成育は不抗て，あろ柑度 0)庇蔭0)下で旦＼，、成長を・"! ギ← る稀少の

咤菜樹種でおる~＇

d. それ故；て，熟帯降国林('、卜要后望樹種の大多数は

求し，多く (I)芍間， 5 0 %以上の木1一i灼的限度を要Rtーる

Vi! 側力光沢か若＼ヽ査林苗木(!))必＿員につ＼、て奸生しし、と［］りことは不廿Jj確でもる

令中ば 2 5 りゲ）以 I り）相対刊；臼／夏~ 九安
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第 5 各種辺 の特性と改良

1節 天然更新系造林法の特性と改良

・たー )・T)訳！応的悴艮!litI :Jートチ1一了・ールの大然杯．げ改艮/j;' ド（セ，)ア巧）熱楷！且蔭樹広， これらは

技術11':J(こ相｛以だものて，＼ヽ吋―れも贔帯林業技術の伝統的な｀下釉1文I/ (/)応用とみられる こグ）下桶伐

はい'Q.!ぐーより □襄へ豆）受尤凰を増人させ，そ已）帖果として得られだ人然更新('Cより森林を更新．「るこ
とを日 iiりと＇、ノてし、る これらは同し牡付とに］し欠，点をもっと¾-;かわれは考えて＼、るこ

a 合刀；人の特付・

凸林び、としで人 1こい、tこことが大然史新系技術の特竹としヽえ):',O 応林 としては多くぴ）場合伐採

入てあり' •••• , 般て由人とそ C乃柏{jの費月］を必要としたし、。ま t:.' し、くつもの地［メ 0)森林の中こい］時

をあげ；]'~、ことも，人! Iが多く木材;'/,';製か汀散しし=¥ヽる 1」」ては貴市なことご克る"柏付技

術を伴う心林広デは，泊林か新規m地方・(は財ヽ加の集中を必要とするのて，各地てlぃ］時こ伐採と忍林

在:·'t ずめるわけ• 口は心かぬぐそ 0)ば凸，｛鼠続it尻：林としての森林紆刑か人然更料の場合に可能て友る

こと，森林環境力→維抄てぎること，非常な人向積筐，い、て森林資本0ぅ改良か口］他てあることもみ (7.)五

ぜぬ だ烈更新糸山林］、｛て［れは＇、『即的忙ば（成註，硯実には必らずしもそりて汀＼、炉 C)伐採iJJj柏

を払下けるたび・巳禾間の森林(),)何 ha かか価伯を主ずこと戸 ts:るのたからてある。

b そ{T)欠点

地点が広＼、森林の中て分散し， しかも保育（刈払）期間か長阻H1=わたることか天然稚樹の成に

1)、おそ＼ヽ ：場合筐 とだれげ、，弛業’史｛］は因難になる D これは経験しもっとも重入:tr大然更新技術())

冗点とみr,か，これら『広かずて去られた根拠とだっ t~C

" "'I lr¥J 2 5 0 0 h a~、 />T.S.S 広げよる施史をつ <1 げる tょらば， 1 0年稜 1ては毎年の施業向柏は :1)j

ha以 f加匁る ” とは森林監囲官口 l'J/のfー：てあるこそして，森林紆兜計圃て予立されだよりも

准樹り）成しかおそし、作業地点ては＼、か：（こなるてあらりかごそこては車伺と乱雑さの結果として長期間

の放任江全る危陰かある,.

大唸史新しり場合， 屯窟rtへ彦樹柿か多く，ず<tふくとも l0柿類は打るのこ，刈払の調粋ならひに

', に｛「は困難ておる。・訂＼、伯木は人［俎林のより筐 l列1ごf,;:c', ふことぢ<, ソ;I.-仄多少杖りともれおわ

；いに伐1附孔訊；中て分散して (f在して＼ヽる。また更新四伐ilt1, こよる森林内の照／文増加は，I IしOJ爆梵1『J繁

殖をもたらし，更新椎樹を危険筐ずる 2 人間は孔をおげて／ルをふやし，孔0)中に柑樹をりc・c-;;;し

立）支れを用丘;!・ ることこばるいた

下柿戊応際しては鮎実期か小規則のため仇，更新かし (1しはイ、I・分こおる 3 さら iて，ずくなくとも

l O ft¥i如仄が tふ樹神をlid時｛こ下釉史新］ること左必位とし，稀じ:は除）、ずべぎ樹種も合めてずへて

&')樹柿か1い］時かつ應畠'v:糾実ずる笠，目的樹柚 0)更新ドイヽ利な牧本もずくなく 1.fI, ヽ。これらは温蜀圏

り）大然史新技術（こ比して特異な心のてあろう，品楷ては， l ~ 2 ,fitl:fiの樹柿のみを 1ぃ］時肛更新寸るか

らて友る。
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i
 
,＇ 、．し 三:(i〉他＇，・一託斉的価(it方、itる］こめぃ：林地い～糾忙ご:j'1樹柿 4度） I)' .: ,t ぐ九Jr::

，林臼土壌:-:j主tる札1月i'l'j間度は'.!0 ~ Ci O'!'oと;('.i¥Jオ），:nふ _::_れば史孔砂/:fl!、茶父，--t: こ＿予！、知」
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七ぶ

~— vJ 数『 It l 9 fi 1 鉢 [II~_J -- i、チ— re 7-,1, 汀))ケ 0ー、森林で，人映林~)改及び、左魯， fj L t f木州―、--;,

で見u及叶-:ctり漏!・.,.r:'.__, 得たも（，，、｛ご・一致；fる＿
/;-「1' jーフ＇り羹 h惜闘雨林で打、！甘されて＇、そ［外由新技術， とi!、':T .S .S ,); は人 '<、 t

言：日(i.r'Jし方、おだジて＼、な＼、：こ[:は最位）（）〉 5tr罰it 5 ~ 2 5°;, , i応ば孔ー「中--(:; 1 5 ~、)I) llj, , fa・c 

て 7-年日以降し~り t1c1r>J c相対i'I勺間度）は 20 ~ 6 0°'., と招‘，しさオ，そ 0)開度 ¥:t栂度:-f- 附且＼—-皮

］）ため枡樹 J)成にはボー；そく，侃育期間はい期五わだり．悶樹（土漸次i青，戚して心ぎ，柑：樹し））樹記]¥主｛、

＼ こ，そ C)•]直飩さもまいだむと只る、これい（＇）削 i 日は口-へて光り〉 1ヽ 足 -c 杞り， 人外史和 '~1:祭してゾ

に質的匁制約因［とぢえられる、

d 吋椛八改良策

以下 0)改艮策は検詞冗｛直主るてあh'1

I) 『じ給を強く除去弓lること

紆済的利益のなし、樹柿ぱずへて除人ずる，-こか；r→ tって相対的!lU度は 50~75''-r,こ訊め')il'i'Jる

印芥 15~18cm以上（乃＼＇［木は在帖 i:-)しと占段て， 直仔 20 cm以 FU')tび）は II I JJご｛又仔1¥-lろ

(i/¥il, I肖抒Jぅ数佃1は屯複ずるか， l 5 ~ 2 0 cm作り ii-+、Itな帖，-,しこ伐倒 C;と市，，；:) (使 iIJ -こ

とし「）忍昧てあらり

II) 此蔭を Ltl 、急に除 1~ずること．ヘ

乍伐の削年1ご底蔭を破りたし、と考えるてあ入り凸，これは帖t-1ヽ良の場介:;-は、f已歯，9→ あろ Ux'ノ

2年1阿力 tかハり，こ (l)作皮いもとは貴由樹柿り＿＇）通伯 !.cもり）と侃残木だげ力')::_ fJ'+日対11'1!l(i 1りIt.1' 

く危くとも 75 %に・ ふし，！樹度のイ：均斉も足正されし:-C 

これらerぅ修正をおこなえI:!', A然更新ても枡樹か豆速:-=～成にして［入：7) [い1数も減 J,• し~，史莉，'~'!;,'畠'

かぐ）強健筐，良く分布されておこ；'tわれ， しカムも閻樹げ），りl介が培 !JU.ずるご多） 9ウ「1•) と 文杜と万る

ぐ「木豆）除去と」壌び）衣1rnをおおう強健ぢ大然朋牙じ＇）増加しこよって， ，/ ;t又）削加を押さ；{~ へこー~) I:]店

て友るぐ （これ尻 1月ずる新『i人は後心ずる

第2節 人工更新系造林法の特性と改艮

わ）しわれは・j'。［四目且心してヤた人J・史新糸（巧各出林砂、（タウ／ギヤ仏， ―1クノー，>, , ii;' ，ヽ；二J―

ノウ広，レイヨ／広， プノソウ法，')仄関して，多少ゾlr¥l曳左かえり,:;.r, 各々 J) 牛'i'『 i:'•,':- 、t'.. ,・) ,') ;)¥ 

点， ぢえられる改艮棗左考寮・tること；こしピ¥.) i'Jくし..こちた．、）ンし、it'l外;1、こも/J,;. タ）ユウロ、 i, r.i 
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る日JJHiここれ工りもク、:¥,、心林げ、と対比st~るこ

して，こ~ 乃！山j広は比較的叩1irifi (C づく:~ と（＇主 ll)j ららむ~、てある （ずクメ itては ha 汀り

fi勺~7 ()人:~-; トーサ....5 - 6廿、『 1/¥j' 7 :/ /~;}; -こ~は ha'し］り ll 5人をrifr位

れてもこの両凸lt, ずクメと~ —'.:/ /、の大田I札'ij贔林 1戸成功を ,:is11厄げして＼ヽる，硯

考慮してはゾp、いぱだらぬてあんう 改良棗と

40N15crn(の_¥j木） 筐まてドしび}:)けること tr.く，

らオして＼、ろnu

3 0 cm以I、:()), 気てとめ

ておく:::ーとこより, ha "ヽ1りふ0人方越，責る、フ//. if:、))地柏費！『］を咸J\~::-、せること ナクメと

の位永はいしよう入ものtc,J)'C:, tクメ戸［して是忍される地j在のやり方 (I貞径 30 cmこの

か IJj椛て烹れは， この修Liは他のコストを減

小ぜいげ、;忙らな＼、 迅林tハ、翌」壌をらさく立本リ)材柏を減ずること

他，ン）

って，（ンイ：ョ，／設定その

手人刈払の費用又[J、期間を訊 Jヽ せしめること これ(;¥'.具体化」には/、 7ソ！）ごと-(:V!usanga cecro-

p10·1-dcs)iて!、叱かぐ）粕）］的冗対抗 -t ることておろ，＼—ーの樹釉 (:\'Iヽばしは破，局的だり蛍力さをもってォ

タメ沿林地に侵人ずるへ /-'、 .i直林地 -u、;t ナクメよりらややぷくだ、、か，やはり｛心入してく~ るっ

ソリエの繁頬は の際のノルトーサごよる［ゴ度())げずり取り筐密採筐関係してし‘るか，そいは店林

仄利益を，もにえる強力危照度在もだらず糾凩なのた 3
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!l) f.. iふ，柏物十レ手/J)llf!'心はl,i]I埒,cォクメ(})j¥'i林歩止いを岐

どわて＼，、左し、 らはや古棟介、］価伯をtJヽ ずる：こずぎ唸し、と息われる

ィれは万 ;7-; •'7 虹冑［壻雨林（り仝 I目的吋I も［技術ーとして最初のものて屯り，そのイベ規則(だ尉1 東）にも

＇八馴， ''.l.容!_.1'.Jる奇＼県を仔えてよだ

ーど ~'- / 7 ;/「）：t:¥c'l、1として［よ'";l'.1」の石易元こと， ha 、"JC) ぐ［木の歩止りの凸＼、こと， •一＾斉林，7) ,; 立

ぎ◇ こと， ［主り， 欠占、としこげ、' C:I A C ;i]¥」Iー一畠 ，iこサ，Jべ，得られ1こ林分かイヽ規則二あり，籠り

=吃るぇいら虫害の危降fい主ること，なとか克げられる

叫中樹り）丁へてを餃攻してゞるグ）て， 々｝ー，チ／ウ氏1];成にり）だめ戸胆J豆ヵ巾使てあると感して＼

=ど：文だしかこある しがし柏日崎初 5カljcIHI vcーl屈木の庇蔭の脊枯 Iうしを拡人してゆくことを苔め

て、るだY:,I, こ．濯［地的＼こり直し凡緑卜，ておかれることになる このため， 6 ~ 7年目以叫いこは l『i本は庇

蔭万ざ凡全裸尼し（こは行―{「せす，漸廷的筐光の下Vておかれ，最初の叶は 5~]0%, 2年目は 15~20 

％と相対的1厨以炉漸埒され， 7年日;::--_9 0 -~ 1 0 0 % 0)照度仄九るのを目標としてし、る心

れらの開度は満足な成長を確実仄ずる t~ 足）応は -fl分てあって，旺蔭の疎 IJf~は不規則な穴をつく

り，百］木の成に置外を生-ずること忙なる ずなわも，孔蔭を除去してから日光で十分にさらされた 5

-ff生豆）［本と，脊帖らし左し文＼・杯豆）庇蔭 Cl)下vこととめいれた詞年令亙）甘］本の閲ては，樹高 O)芯は相

斗jtcもの 1で口で， そり） I, H光に i')丁!;1各らされた伯木のりか成熟主て-;-くれた強健さを保ぢ続ける

叫合力と名＼、 0)てある

ぷi人は密柏ごあって， ha'崎り 2.00 0本~2,500本を導入］る これは苗本と柏付 0)費用かかさみ

あとて閻伐り）必笈炉牛し， しかも閻伐の坪物は売却し得たし、もの［あるしこれらの t~ めvこ本/E;は本質

忙!!て 7 人卜晶とだる

、ーの方広 O)改良のため｛こは次のことが考岡され上り r

柏Hi厠可筐すへての別生樹を（文伶I吃たは巻枯らし ire.• tって除人ずる ，人］~をのこすfこめ紅焼却しだ

＼ ヽ

柏栽間隔を最終時の立木間尉 0)半分とずち すなわ-f:), 5 ~ 6 mの間隕筐柏付ける 1

ノ〔然姐牙を汀喜して保竹ずる，

こ｝しはもはや改艮グ::-・左く，力］、の元仝な笈~史てある これ『こよりマルチノウiiで必要とされる労））

(!)半分の節約力;l」］椛 t,:)'ぅ，

IV) ンイ'/i)ミ

イ 7 /i人は且常げ人ぎなポII 益をひぎおこしてしヽるのて研究を-ずすめる仙 fr自~かある。その長所はコ
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らぬ こわは膚寛ぢことデあ乙 fずだ:?r、'f:,伐、『叉輯を 8培
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それては．導入された伯木の成長筐必要tc照／斐を得るため 1、ては，対依＿と tよる森林の杯さを I.、かぽと

減し， レイヨ/0)輻をし、かはと培}][]せねけ、力：巳いか左号交 .tり）

上屈木を除土して森林い樹店を 30 rn ! ご＿減TJヽどぜ；rしf, レイコ，ーり）1卜の直拉光線も閏}J!Iずるか，詞

時忙側力光線も大ぎ tc占i!介て増加ずる なせなちば大し、本の幹力、とり人られて卜屈本か日光にさら苔

れるし如， この下j付木臼壮か被IE芦れて乳常仄疎立しておりどら仄，太＼、本のイ列伏て／尺担寸―るて主lっ

ぢからてある。丘似的てはあろか，森林の樹贔を 30 rnに減した場合⇔ レイコ/の側万光線仄 tる！厨
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2 0 %し］〉伽iり照度も加え戸はだいぬ）りヽ F,-合，；¥ C札1対的開度は 28--33°,oこだん",'、 2 0 m (・: こ減し得

心~ 了［しげ、，札j対的！厨鳳は l8';o, jl)ljり照度は :3o ~ 3 5 So, 合叶て 48 ~ 5 3':-o 

l :5 m(こ林分幻闘さを絨小させるたいは，相対的閑＇旦 zri %, i則万聞皮 35~10%て合叶し

て 60~65%,託ぢるて皮?〗う

ピ笈高閏樹祠！り日凡＇及虞度を詞える t,:いは，毒殺,,← :Lり前外樹の樹⑰を l5 rn忙減小させることか

心四と→ょる

改艮いイ 3 / i人の t叉lは第 (5[文Iv,:小さがて＼‘るか，そ C!)実hの注，む、中珀は次のとおり

＇］＇）改良の必四友る森林いこ．東心 JJ1t,11ご鮒 5m O) ;/ 1 s 1/左づ〈ちため加杭打‘じ)1-る 月 j/イ

'>地柑： (I)輻は 10, 15, 20mとし， こ(!)輻は求める森林U)改艮の程度 Ve,lって蓋める C

'' こオLr'-,間,¥5 m cー）！ イ廿， 0)円紐は 15~J8crnt白任以干())立本のすへでを，びざり） r(りさ

i!:JJし斧ご伐fjij・-:gる （，レクリュウ汀、参閉）

'ヽ 、）介林 (j) 罰Iドわたり．伯仔 l5 ~ 1 8 cm 以 IO)~『へての立本の巻帖らし，｝｝，卜は毒

こ;i,i,c .tってしバ 3 /白惜（月，／イヨゞ／梢）のだか応は，直枠 15~18cm以］、の木たけか())こ

ること（ごだり， これらは一般i<椋月：j 1 5 m以卜てある 0

~36·-



点線は伐開されてレイヨンとなる部分である

L 15m jsml 15m Ism/ 15m j5吋 15m

第 5 図
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3
 

，急辿；ば成にを什＇って尺人してくるぺ 7'/ !! .Tなり 0万尉柿じ）宣li左：：ぎ t二げる/・

ル切りだげで終ることか名し、())

以しの数字は多）〈主ても推',じて友り，

V) プ予ソウ江

本び；！て~ 閃しては実際 0) 情沢か小足して＼‘る (I) でわれオ~）れ

廿打線をぢえ忍と，降I翡林の中げびらかれ，し 4 m3 

~ 2 0 m U)二次林(/)中でもその間度は 10 %以卜てある

のみて虎る

おる

1:!z 1~ ンイヨ/i土し:tA、tこ研究{'°i:他.¥0)段陪

(、』 il:~uこ蘭倫 ,i平 j/ ヽぎ↓及闘肝： r

VI) Jlク !jユウ i);(L;1 rn(thodc du Heer合）

こ0)}」Jは l9 5 Ei 11 力寸ン 化圃ごれ，

bandj a) 試験地-こ実枷されて＼、るも 0)て，

~ 尺点改艮を試みたも 0)., こある，

リ）

¥、）

l 9 5 8 Iじ

こオ↑ししず.--jJ・c,:-_1土#t木h吃卜ゑ!0〉

0)使用を禁廿して＼、る汀， (i東 0)オクメ］、 iこよる l壌のげ
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主乃ことを指摘して
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をふくめて t これ；（／）｛凩百は最f/]v) 2叫I・り］は女＇」りた炉，『且 I<: Vりいさし'ご応して 5~呂年出J丈nし

佐げれittより`：＼，

次 1―-本~砂ミ豆）費且J汀らこ＼；て｛［応、弔項を戸、そり ぞf,.は第 6人1/)J、三『 ('tだって、る こかは 5mx5m

衣6
 

T
j
 

苫^

l圧
tltlJ 梓

） 

- ―----、

菱闇枯穀 2 0 ~ 2 2 
そ--0) f也チーセルオイル l3 0£ と

刈払，
植物ポ 壬／（枯段剤）

柏 栽 列 伐聞

伯木 (ha当り 400本） 1 4 ~ 1 8 

柏 、Ic¥., 掘 8 

柏 H 1 0 

刈払 第 1 年目 3 

2 :1 

:) 7 

;j II 7 

5 6 

6 6 

ヘ,i 互p；! ha い
8 7 ~ 

柏付の場合 O)ha "ヽ'1り延人数であらわされてし、るか．成長か迅速な樹柿忙いは=―豆）＇費廿 jは ha'月り延

7 0 ~ 7 5人こ減小させることかて彦る

':: 0)力広ては梵闇枯殺りためニチーセJレオイ，1t-ha "ヽ1り120~1::ioeの連搬を必敗とするカ-, ,j;.: 

沙、 U)改善策として，仙径 40 cm迄り＼り本は梵剤枯殺てなく脊含枯じ/し忙ずることを提唱した＼、ーう-

れこ上り巻窒枯らし 0ー）費用 (ha 門り延人数）は増大するて虎ろうか，オイルと梢用jcJliしか減小ずる

0)て収文、：tプフス筐たるし，これげより『I斐(/){士組か恨雑化-_j'ることもなし、IJ)て衷）る C,

レクリユウ法は最近開始されたはかりて灰ってその結果は末た断片的なものしか得られて¥-な＼ヽ

l 9 5 8年：てガホンてはしめられたこの方怯は l9 6 1 年コートチホ，／ー）しても小面柏てヤ、~-trわ

れて＼ヽる 現在のとこ，ち本広はイ1 亡りと息われ• _,cヤ／コ/と>'(「応つ＼、ては在来の他り方法よりもた［

成にを得ており，フラミレ，じ:;>ガ， アフりカアカチュ-.. 忙つ＼、てはタウ／ギャ法てnられだもり）
と1消し成に いれて＼、る rr 伯木0)主わり筐維持された名frしの大然朋芽か由木の成いを阻害しだ＼、だ

7; う/J'とい配ナる人もし、るか，この競合げより生ずる古は， ［壌微気集や1壌微生物の好適衣維持と

1壌微lj物のi門冨化しこよって相粒され上入

主t.:' 導入された l汀本(!)主わり 1て密な麒iりを打苗 0)梢と同じ闊さ忙維持ずることば，絶えず由木を

攻蛸 ;I・ る昆虫 (Borいなと）か四散伝揺することを肋げる利点かわる'

此文林は純林より安令てある力、 i'.,'Jt常筐各柿 Cl)樹fillて構成苔れてし、る人然朗牙 U)行｛］は， 1ぃj一樹

柿{!)純林人間積形成 tりも安仝度か闘いとぢえられる
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第6

a) 造林的見地から

↓ 1_ ;_の研化は熱料降雨林：ご対して~見せ，）11 t: 恣林ぅ諸間埠炉祝雑だこ、と，これら晶間渥し閲オろ｝

ぃ¾ オ―し］ー）知識が之し＼、ごと，を叫ぷして東たと息わがる

に国夕）森林官たおは，現在：'~i' る主て，訊褐，7 -7 ,, カて恰名1:,を構成し，そこご温梢想諸国、0林見技

術を相．、は：こ適用して来だふ', I→ リ は1'1パ状態は贔帯想と且．本的こ異だり，裸地の」に，更新あ

ろ＼、は柏付を↑ること ぎTI'・ 、 八せ欠「),i, どんだ -こも皆伐紅ぱだら立しし（訳八., 行｝廿樹

勺 j}i_ぎ仄りて多＞るため ），小 1且］積のタワ，、キャ；人を除ぎ裸地ではぎ：: し＼、気候因f-0) 』撃 oJIべ

・c l嗅の的化の危陰'i'tiJ;Ji常｝ア人て杞る

こ］〕だ，;/): —, 人々は伐採 o)T は入っだも，1) の実質的紅は主，2 だく C') 大然林を凡収益の人］~一十木｛こ肛換

ることを研究ぜねば立＾、 fcかっだ しかも生物環境をそれぽと乱さずこ.'友'''t't月］てい燒-ずること

9
,

．
 

女
が

こJ)i、[命令:C ,tって，天然更虹技術の採用か』］と,"'-;t-:., そオ＂は求めるもの vc合致-rるム性格を土づ
と考えられだ、

しがし実際は更新 Iの見咄がらみて，伐採のとぎ応ダ＼されだ立木グ）多数を伐倒せね，iだらす，史新

外樹の戌いのおそさも欠｝り、となってJ,,し更業）「へと笈更される；こ仝った

人―r_史糾も又，』常にljL¥技術的限りばvc-つき巧った 裸地山林の場合は出木仄対-tる受光悶は卜分

わるか，虫古と校落お，卜艮屈なやまされ，森林環境を維抄しただ史こ由木を導入、した場合は（マ）し

千／り出， レf可／広）大然史祈のとぎとi消しく受兄：,tイミ足 (rc:もとずく成｝又は低 Fに由面-5・る『ご-'fつ

だへ

最初の技衛的畔決，、Kとして，オタメ 1人と}/. ハi人か採用され，次の事柄かみとめら，れた ず鯰わわ，

これ応祢陽＇卜生樹柿か令＜ なしこ柏付てぎること，裸地状態の中て臼激筐成長する :1欠犬然朋牙

(I幼樹ーこある）を出木の形質をよくし技落キクを-tずめるため筐維持せねばならぬこと（森林環境の紺

打）

間題は，叶常 Iて成Kの迅速立これ□2樹柿-cずらも， -次大夕久J韮牙との競合：こl券つのかやっとたと
し、りことて庄る 成長のおど他の樹柿ては二次天然朋芽から上筐抜ぎ出るためには多人 0刈払回数

と背用を必要としよりし，そがては費用倒れ［こtこる危険性がある

第 2の解決策として登場したのか Jレク〕ニウ広てある-、この方凸ぱ導入された伯木の交わりし：，日］―

椛な限りに期間，成にのおそしヽ餃樹の大然阻芽左俣特↑ えものて， こかによがば人晶分 0)伍林樹柿は

刈払をそればと必嬰とせず~［こ人然｝翡牙との競合 vc 耐え，森林環境の中ての仔i 木成｝、文か叫椛汀だる

屯 3(')鮒決哀は，占典的「法を改良しバから， 駄かJf/);:各せて！府木の成lー文を迅沌肛主る二と ・c

おる T.S.Sび、こぱ―tへての非商業樹神の除｝、（本数かわずかて庚れば，）jー、＼ヽ伐採孔をご）くることを

［叫避オるため筐何木かをのこ-主ヽ―とかて彦る ）．レイコゾ1去〔は夕rJrm c -tだわおレイ •j 1/ とレ~ イヨ
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b) 森林饂理的見地か
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1節地域

サハフと亦心の1川の西アフ）力地方は，林賃rの見地からは 地域忙lメりi'することかて苫る
叫ギー f 地域 そこは咤林仄上って占められ，時とし..:::-サハ／` ナか九打ずる 森林が途粕

・tる0、〉はそこてはJd,りのfi歩ある＼ば叡林応イベ適!)こ―l壌（過湿， さ!こは過／斐仄砂門か過度 1て岩石門(!)

i J襄）のむ在仄上るも見〉・:"多る 年間降雨貼は 1,:I O O ~ 1, 5 0 0 rn m以 L, 最小 7 カ月：こ：｝；よふ~印

と最大 3カ月 ire る＇じ應的乾予かみとめられる

b) スークン～えご，;'地域 ごの地域は密林の末端瓦以続し，樹木をfl-こ,t: ーサ 、'/ ;iしておおわれ

時として閉鎖した林分を附成ずる

この閉鎖林分か破られるのは，すくなくとも年 l回この地域を見舞り火災仄上るもグ）てあって．人

為的［こ火災の通過を附止しiりると苔は林分は漸次回復される 叶降雨｝けは 1,0 0 0 ~ 1, 7 0 0 mm  , 

由和よ 5~6カ月. it態的乾李は 1~ 5カ月応お土ふ

c) スータ／～両サハ 7地域 ここては林分は疎間 Iスプ｀ノ，／りやサ，／ナ状を衣す 場）i/i-紅よっ

てはいわゆる｀虎斑状サノ、ソナ”をつくる この地域のなかのもっとふ昌燥した場）りiては防火掛i酋を

溝しても林分の閉鉛をひぎおこ □主ことはて彦ぬ これ氏林分の疎膚］は過小衣許I翡鼠， iEfi雀忙は禎 I「の

根系尻対してあたえ氏わる水のはか不I分ぢこと尻よろ 年降雨凩はそこ -cは 40 0 ~ 9 0 0 mm, 

2 ~ 4カ月の1,1ミi歪と (j~ 8カ月の/-「態的乾予かあるへ降雨姐かこれ以卜忙衣れば林分は漸次消失し『

沙洩地域忙籾行してゆく

以↑0研究は，特にこのスーク／～西サハ万、地域尻閲しておこなわれるて多） 1: りへそこはしばしは

乾燥地域と呼はれて＼、る—

（訳汀） スーダンとは元来はアラピア語て，大西呼岸かちエチオピア且使炉f-c東1両に伸:,る，サ、ラ砂度ど赤吃試叩降「じ
林紅はさ屯れた，サハ／ナの大地域帯をさず言葉ご虔）,:,,, 土イル!!!ビ流応{立置ずるフータ 1/共和国＼＇昆い］壮心上り

汀宣を疲オろ，＿

この研究は乾燥地域筐ついて出林と森林経理か諜ずる讀閥芯の解II月忙資三ずるものてある （』い］，

スータン～西サハラ地域の八人として＝チニールかあげられる）

第 2節 造林と森林経埋の諸問題

a) 地域の林庁物富佼 この地域の木材・,ぷ伎は苅炭材， 文村材，ぷ村材を］とし， 一般用材の消

費はずくた＼、。とく応薪炭材は1月内消費の全鼠を主かだうことか要求苔ゎてし、るへこの地域の人 11は

場！叶瓦よって密tcところかあり (km2'7り80~100人），かだり（}）部巾セ，/ターかそこ忙ばりii→

して''る（たとえばナイ、>'.r-リア北部のカノては 13万人，七不力／！〇）タカールては 23)J人 ）ため

-51 -



，燃材， ,tr打：こti川村!::Lて))木村:1,i四は相苔':.cもり）である FAO化）Hi£ では，也 ）力H民

1 ;¥'1'1い年罰予均叫費；，・ lゞ.5 7 j ールとさ*してし、る （ぶiL 1スアール i土1lr'i禎り.h米， こLり数伯

撚門 J・）乏;tご主l り ）人都市セッ)ーしぅ刀費鼠は人 11の間には『〈「ょ、ものて，例をタカール囚

,, : れ，ヽt(l」¥',~'. 3 久すし Cif'jりu礼:I主I2 JJ 5千ヌ、ブ―←--'し＇と 1:.c'い~'(_ i, i 

:: の位煤地城ては多＼．〉牧捉召，戸仔{E;, , 履~乍の数力月間は1i信り7JLげっだ. ・i翡的八牧場か出現ずる

このと~ぎ森林樹柿 I_)l'i'I, い校は多く永畜の食糧互だる メータ／～四サ，．、三地域c:・C)応林は， ＇＇『く確

', しだ牧場”を構成;る見のともゞえより この牧場は地方紆済の・・部をt.cこずものて克る

さい亙クあ乙袖 (I_)林瓜鼠!j戸［平］， 果実， ア、J ヒ、7 ゴム， なと，は輸出じため ilC魯且織的匠栽焙さがる

丈／ヵ>rいは、十地!l山大化り）ために砂質 iT)院地匹ひろく柏｛｝けられてしる

b) 仇林貪i!息状況 前述の諸ぶ＇笈侭刊［間して，人々は冗ず人 忙依行した

文村杓げ i½] してい乃オに） ti-通!I・'1だ材を要求ずる fこめ筐抜ぎ戊りとなる もともと火災忙見

叶し八ること，；')名し、サ ／プ地摺こは樹刑か貧弱なのて，この抜き伐りは林相の他化をもたらし，と

< : ご人都：［セン＇メー(/) ! 古］辺でし、灼わるし＼、 人都巾セ／ターり）周辺こは大由i積侭わたって良材か泊I火

し，＇［見｛しては、，都 rliへり心且材と文村材の袖給か 300km以十心心陥地かい伐採搬出される事実:r

らみとめrれる （タカーレかそしう例） これはf111i格［昇をひぎおご L, l,f,、間紀は木材に関『るネ

、Ff; 灌｀を叶み出ずも 0)'ィ'もる

執炭材ぐ）場Csは樹神応ふる選好はもるが，それごも抜ぎ伐りは玉杜文杜材よりは林分尻とって彦ひ

し，＼、もの ·:ct〖し このため資諒泊久 (1)也度も肋例よりもゆるやかてあるこそれても大都 rlJ紅対する木

炭位との〖甫給 t, 現りては数百 km ら遠方の外産地点ヵ巳おこなわれ，人都巾忙おけるこれら痒物り：

価格 I昇をひぎおこして＼‘る この不足状態は製炭技術のふ艮忙よる低し歩lr'.り，貯蔵と連込 0)不伽

よってさら応/JiJ連さオt-c "'る

ii,i料）廿樹神 0)湯臼は家畜亙 1・1山応 1句へさせるか，小杖を切ってあたえる このm益権忙際して伝統

的し＇こ匂懸さがて•.·、る 0) は:. 0)}廿益を規瞥・]'るか，ある和りの森林（分類林，森林保仝， ）の中て禁止ず

ることてある、 もし放牧生 t:.は採枝力無制限尻拡大ずれは介用樹柿は消失してしまうたろう

林閃副袢物は用証棺の範IJ且0)中-c、ー放牧の如く規制苔れる 過 I夏り）採取の瞥'8は， とく Vこ七不カルア

カ/7 (st e ,・cu l i a l omen to s a)樹脂｛てみとめられる 紆済的IJふ府と森林几痒力維4もの調和 0)た

め． これら 0)林分な介即的冗糸tfl¥ ・,t・ること匠成功した囚は稀てあって，一般的紅＼ヽって新囲I吋はこの

収穫の丘雌目をかえりみること tcく哨物の相場変動忙よって打動ずる傾向か友る

c) 大然林分の環境 われわれは主としてスータ、／～西サハ -;i地域のサハ／ナ林の付格を解附す

る=ど忙つとめた それは疎林て庚り断続して地表をおおり｝そ 0)特徴的な姿はしはしは｀虎斑状サ

'/ナ /I ,c してとしえいわ．そこては樹木は斑，点状忙群生し．虎の毛皮の模様vこ似て栴

状応波動してし、る

ヽ— J)1抒洛構山はittl『る必嬰がある、なせなら，それは日然環境の結呆としてあらわわたものと息

われるからてある

もしわれわれヵ.r~ くから（たとえば航布機によって）これら林分の状態をみる忙巳は，樹本群落 0)
・-52 



小こ丁虎斑模様は四閏曲線！こそって配闘、さオ1., 1fI1し、地，r;¥i忍がこむ t)!iてし▼ て囚水の流線 iC そ~ っ(虹'r$'r

る)これからみt流れ乙水か比中・Jる地点，位蝕によっ (7}-喜t,;こ~ さわろ沈凸物（~ 水成 'l」 !r•1) <11『111/

中瓦樹木開落か｛夕置しこしるも之）とみ応わる

土しわれわれかI也jーで群落構成をみるならば， この斑，点模様左が、「l甘落はり、則として次!)地点!C(立

忙¥',・、ることか見とめられよ 低地， i龍水，が集生る起伏の〈ぽみ， 釘） <つくった~ 賢起の［

罰］外はみとめいかる力', われわれはし心/)'j-l-(;j-/_を足認、するこ le.{--:¥る 人外k木の配［ドと紐打1主，

-しう地域ご：、「水と 1'え蝕冗影翌ごわ，—ート填水分の糾特グ）間迎 vc /一ヽ入かってくる

u襄り）i頂針ヵ」ずこしで 'ti/f、さがるなら 1土， (1'!'()以上）， 1,H1K の流がげ ,fi 政汀を， tゞひて〈~ ご~ それlよ

滲透付忙こし＼、 I壌をイ、Evこ＇ずるととら冗雨水か ri然 0こ●、つまる を肥沃 る ＇パや砂席の朴 I

り）刈1〈jtfi斜1こ鮮＜、抵抗↑ る日吠の降＇古炉 1カもし存｛［するだらは，尺蝕か□1した物質はそこ尻沈尻し＿

--c'林分り）創設ど紺持四奸まししヽ微罰地彫を江f,:t) --くると共こ，これい沈炉杓は流水の 汎）パ左

:, 仄集平直一］る 多く（り場合，流水冗 J:;;_, f受蝕は」I常し、こわJ'力、九仰斜（乃 uこも容易 1こみとめら才？ しは
しは多〈（う根の外出1こよって確認f 斎る 第ぉ図はこ (f)虎斑状サノンナの 'V11且じ塁杞上てへ＼り.1/Ji図て庚ろ

欠然林の構込は流水と侵蝕尻 _tって1JllJされtこと考交いれ， シーの半位燥地域の中の森林の間如It,

I: 壌（う保仝改良ぢらぴ K水収支とし、った古其的肌刑巳密接応鮎介しなばれ、土解決し得ぢ＇、 -cもハ汀

l年間紅爵る雨水を士壌の中応均胃かつ最人限紅滲透ぎせるといり課題左あ,:りしめ し、で杞ヵ、左

芯
、
¥

涎
~r̀
、

し
＼
ヽ
ー
＇

喜
ゞ

入，
i9

C

-

i

 

＂ 

メ
、

r
{
 

¥｝ 

沿～(＼
 

へ、•
し
｝
‘y,＂ 

サ ,i ✓'f'O) 人外林り［水ぢ永め

形以される糸，＼虫， 1杞斑1K 八る~＇
こり）現象i;!:サノ、/i び）迅lが木， ＂＇） 

し、しこ間，いをあ

，
 

レ
こ
覆
邊

ぎ

f
5ヽ

茶
不
"
:
名
累
、
＊；中黛
r
1ー
淋

ー

生

屯

，

拳

＼
袋
ゎ
ぶ
＇
藻
本

『

禎
ー

f
l
>
t
"
．,． 

、
]

i

濱

＼

，

』

-

a

i

r

ヘ

＇， 

澤
r

、

I'̀
 
＇心
‘
A

表
も
'

ど
A,

、~‘"

‘̀ 

、
パ
〗
｝
そ
、

，

上

・

iー

1

ゞ
＇
代
ー
ー

ヽ

，

一

沿

沿
｀
ト
―
，＇ 

f
 、
}
、
-
．

-
，
ふ
ー
—

ぷ
如
纂

碍

ゞ

'F・̂

遣`

ゞ

'^
 
、.

'
 

t' 3:泊り
1

藩

嘉

t吠
丸
冷
J~99 

I I 

I 

I'  I 

第 8 図

~53~ 



;j, -コfこならは， どo:;.Lり｝ょ更新ヵ江仰．［ん［こもせよ一詠筐 した~材、I}jf;, 人をととこ：叉ること 1ご、［ぎ

万 le-てあらパ 、—オl v_; iJ尼崎状の口熱グ）ザ.,/ナは ぱ ・I均的欠又＼仮紅甘1来するらのであることを

号退•f ヘ~ ぎてある

水打の地力出九応）元足か目的として':!-うれわれは森林潜(~,rt !'r') J 発展を研究fる;i)<こ多~）る<'

又オ［力入り、彦ボうこ 7「 i!iJ 坦は心林て主り， IIかとして介林紆迎陀 i瓜 1 そ'···2~-j1,:aJ))い［は条 fl―ーと [j iiり紅『J:':J

て人怒更罰または人し史約 ire1: りい~求さかること応衣る
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2章更祈技術

第1節天然更新

戊外の後グ）森材資本の緋抄は林分を構成］る樹桶の史沿r忙依仔:tる ）こ，:!こ史新ば［壌の I'こ:.r,i: 11 

おおた柿 fし＇）梵牙と， 匁'<つカミの樹柿の切株の I・一筐り~ しだ朋打を 9「1]11]":tるらしりで皮る 力，上り

応して伐抹は更新 C)『以てある は切株の朋甘をひ彦おこし，落 t;た神 S・カい化しだ柑桔tり．）成し

めくみを麦たえる

a) 下柿更新 履燥地域ては卜柿更新ば、月常vr困難てもる 人紐勺の樹祠！は位予尻帖実し，袖 f

は41常仄阜［媒し/::し壌の Hておかるのて発甘し難し さら 1fC サ＼／ナの樹木 0) ド｛こしげる ,7~(/) 1; -・,.;_ 

，/ ,. かこれらの柿fーをととめて L壌忙逹するのをさ主たげる その I・, iJJ. 汀グ）よ'!Vこ'tfる野火］）臼

過ばすて四成立した稚樹を厄らかf破壊tるcc

丑ノ／ナの林分ふ｛罪状［こ束中しぷ連続な状牌尻打るのはこのためてもる 主t.ー，［，＼、叶生と着東

だ成木たけてその中間の樹令屈を欠く ，I太分かみとめられるのもこのだめ一こ花 l;i ぞれ故 Vて野火り）仕廿

五林分の閉鉛を励成ずるて主ろりへこの措附(/こより柿［の更断か伐護さわ，柑樹 cTいじ石か叫椛応だる

湿地の中紅成立した林分は例外［あるぐニロチカアカシ了の林分はその且几籾的なもので， u襄0)湿
度と袖子の偲富各のおかげ尻より，店し、芽生のカーヘ，卜か母樹の主わり［こ屑ljーし急叱忙成J又iる

このとぎ椎樹を疎開させ続いて1・、 ;<1]ずることか椎樹成長のためしこ↑川欠てたる fぃそれは＇常［こ廿椛とは

限らぬ～

こわらの稀な例タドを除げば， この燒恨した氣候の 1、ては）弘訊と［て入外 1、神はイベロ］椛く＇あバり

b) 朋芽更新 この方；人は天然更新をす-j'める森林店か用＇ヽる叶上 の fけ、である ~- ,>/ :J: ベ:.'!

ずる樹柿の多くは崩牙性か良奸てある lljj -り）降害は野火て， これ 1ざ切株．しり！「tる.ri'¥,ヽ 崩汀か破喰

才口るおそれかあるか，伐採の~ 年は火災の危険は減小する 位ぜな t)、主，地人左ド，｝りカー＼ソト状

のド隼か最大の野火の伝播者なのておるか，伐採と搬出かこれら下 1';1を部分的忙もせよ破壊ずるから

で~ るへ但し，朋牙か槃をびら彦成熟オる迄の 5年廿りは野，Kの通過を阻 Iし壮ねはならぬ

サハンナの低林を伐採ずれば）捐りは密生してひ；; 汀り，良く・［壌をカノーして ha 刈りの本中『ti庁

惜（ぶ汁，成｝文甘しの紅、力,)を j許大させる J又面，各樹幹り ']'J~う11'1仔は細く｀匁る シり）ことか「），林＇パ Iり

丁入をぜぬ限り，伐採すること尻よって杜材のとれる林勺を支いや翌材［かレれぬ林に欧えること

trり， hして得たものを質て失り糾束『こなるてもろり

伐採技術としては，出来るたけ地際紅核して伐採ずるの力→良I,、か，現＇文にはこれは人佃柏！他 l:応（主

実Hかむーすかし＼、 伐採は主として炭焼訥い人筐より芦され， その『贔腎は 11'!1訂巾閃仄仰り〈労罰名［こ対

ずるぽとぎこ＼しくなし、か応で庄る

切株の Ji命はし、くらてあるか， J翡り更新~ 紅よって無限 1,て林、分を l"}J見て彦るものなしりて庄八パか，そ

れは木た分明てな＼、 朗牙更新区よって処坪されt:_もっと l,古＼、林州ても 3~4輪伐期を紆だ冗↑ き

ぬかいてある、その jー，伐採杵 'foの質そのものも？日主て壮常忙イヽ十分て序）り，粗雑t,:切株左のこし
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｝入・vこ互る！」‘＇一のことは乾燦熱摺｝＇フ！；力こは月常忙困難叉ある

綸伐期をぎめる f'(は多くの囚fを号えねばt占、,'-:,な＼ その咆JJ;伍安｛こ｛，とって林分紅対し柱材，文杜

燃冒 5 炭材の 1 つ又は~~数種の生汀物か永められる 生げ物力賢なる［こ t,.:, て輪伐期も明［勺尻相遅ず

［要樹柿の成］ぺし土木たよ:<;}っ；かってしだし~ し~，、［現寮 ft よだふ+夕｝ても 成長し1.... 般応年:I cm 

以トズある c:・c'.このためすくなくと土村材を得る iこめvcは 25~:30年，燃材を得るため忙は I5年を

所嬰、］るっ

伐採材偵かある程度主と主亡なけオLiよ伐袢は費｝廿｛判れ忙なってし庄り 燃月の場合 K とく~ 筐利益

之し 1i、のて凪的げまとまらなけれ でぎ !:c,',, ha 当り 30スプーレ以「ては伐採は回避したカ

か督明てある＾

以」~ 豆～） とかC:,スーク：／西サノフ地域こは低林の輪伐胄］は l5 +「以 Iヽでは,fr,Jであると鮎論されし

{
,
 
c
 

¥’ 
£
’
 

低林の紆坪方式;,:(す、し、；：'）し、hioるか，＼ヽ↑ れも訓団：て→ 見と士¥て終刊Iされ 輪伐期 l5年のl-j"l純

低林作業は伐才菜の際げ燃門を l・今と l.店「の文柱｛オを 1上崖ずる ごのとオ期待される材積は ha崎り 30

~ 4 0ステールである

期 30年の印 は燃材，文柱材，そして打材を牛酋こtる 仇杯期打材柏ぱ ha門り 60~7 0 

ステールである

い］帰斗 30年の択伐低林は J5年生の昂 1次択伐て ha肯り 25 ~ 3 0スJ--,レを↑廂し（ぷ汁，燃

材と支村材 ）もっとも艮、、支柱材をそこ忙残して 3 0 年庄て杜月かとれるよう応す~ る、この林分は

3 0年／じてさらし｛て 25 ~ 3 0 ステールを生み出『てあらり文，それは村~材と支柱りの混合てもる，9

大然更莉してもとつくこれらの森林経迎忙は明白五利点と難，点，がある 『i文の単純なこと．作文費甘l

乞う友価なことは利点てあるかrnJ時しru久:,7)難点、もある,_それは次のよう ftC とだ

その地方 0)',炉嬰かある大ぎさ肛立ると経兇を必要とす~ る森林血禎もか仕りの広さ冗 i;cる＼う仮仄，

第 l 3 表

林班 直 径 級 別 ＇faや・° 

番り
cm 

I () l 2 0 ~2 2~4 4 ~6 6~8 1 () l 2 ~ I 4 

1 1 8 3 8 ,') J r 2 0 

JI 5 3 4 7 1 9 i .J 3 5 i 

JI! 4 ;{ 1 7 21』 ， 3 2 
w 6 1 6 5 4 l ;q) 1 I l l 

V 5 :3 90 l 8 3 ;-） ::, - l 0 2 4 

~ 4 6 9 9 l O 5 
521 ！ 

l I 

VII 1 4 i 6 ;{ 鴨8 2 7 . 2 l ! 1 I 3 

瓜iJ_) 各林班1r叶責は1,() O {) m2てある、

-5 9--
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5.5 0 

4 7 5 

3. 5 0 

6. 7 5 

6.2 5 

4.5 0 

5.5 0 



5,0 0 0人o{1む都由亡/ターかもるとずれば年げおよぞ 7,5 0 0 7 _, テーしを泊費し，この；ため戸は

3, 5 0 0 ~ 4, 0 0 0 h d 古林五鮮且nされね1主左ら八］、 夕` カールの如翌都礼］―-セ/・'クーiてなるとその袖

給のため、ては 675 ~ 7万 ha の森林な経且11clる-―と合必位に左る tヽ これは容易ぢことこは五＼、

さ： i(C ,:ーか．「）グ）休分を好火iいら保護 ・j'る二とを四丁る 野火か行戸「通過口tる地域ては更罰{_,経団丸

仇労筐帰すろて床プ—'ぅ弓

し、左＼ヽ乙な因—fを総合して， んし森林局；かt<、組織さわ，厳，贔芯政策を‘史施ずるならは f:j,J,ti)人然

更新げもと］ー〈森林経凹方式は介効てあち＇））しかし大消費也］．），周辺ごはこの形式の採｝］］は疑間て克

り，そシーては傾同として人工史睾Ji:て'c,と-rく森林経理方式か好充れよぢ 1:.: ぜだら人丁：更新i主天然更
新已比較しで年 ha "ヽ1I)収量か多く，そのため経坪か必＇炭 t.c向柏を縮小せしめ札｝る 各乞こ加えて，

人］~ー更新の際にはカーペ i I、状のド州 ずる(')-こ野火釘）危譲もずくだ＼，

人幸衣ごと戸ヌータ・/~[国サハ .7地域ては人 は技術的間坦をひぎおこす このことは後述］

るてあらぺ この技術(1'」閻題は，人た解決さがぬもり)か多く存｛［する

第2節人工更新

造林の立場からは，ザハ，，以南のアフリカは→ 大地域¥'(口分割こぎる こ0)地域1ヌ分は既迩 J)気候

』る 1メ^ 、分と一致’．よる

森林紅直むキ．—-地域 It 降雨 ltl. (1, E, 0 0 mm以lー）も袖j予のにさも占林仄適ずる そこての制約

条件は土壌の質と出木の保護をのそけは受光惜てあろり 0 受光量か不卜分な辿林技術はしばしは失敗

『る 紆済的利益の大ぎな樹柿の（ラン,,,<, オクメ）造林紅成功したことは良＼囁1F拠をつくったこと

Iてなるぃ

スータン～キーー地域ては雨凩は卜分屁あり， （・年雨鼠 1,0 0 0 ~ 1, 7 0 0 mm)光線は日然げ十

分な鼠か 1・壌筐心fる，雨季のい各も特定の出林樹釉の活r;のため仄は l分てある~不良な十壌をさ

げ．佑卜の樹釉筐つし、てぱ不適汀―t壌をさげる汀らば，チーク， グメリア，ーセトレラ， カシア，ユー

カリ，その他針虻樹なとの山林かそれほと困難tc<実現てぎるてあろう 心林者しことってはこの地域

はもっとも困難のナくな＼、ところてある

スーク：／～四サヘ；，地域は光線は十分て：屯るか水か制約条｛＇「尻だる， ここ C)年1翡鼠は少<, ,j O 0 

~ 9 0 0 mmて土壌とく仇柏I・［より生する蒸発 (evapor at i on) Iて見合り程度筐ずぎぬ その乾予

は密柏泊林か成功tるため｛ては札常尻・びしし、ものと＼、ヽえより

そこはおそら＼泊林者仰とってはもっとも困帷な釦域芯のた イヽ幸ばことてはあるか，（欠のことは

認めねばなるまし、 永久的な地 I、水屈を所有廿-る限られた地区を除＼、ては，とのより 1cn tiすへぎ実
現結果と＼ヽえども，その j仇林技術か適正てあったとはみとめ応れぬと(

最近店「の迎歩をのそし、て， この直し媒地域 0)沿林技術は全く倅哨して＼ヽる，）しなしなからこの地域

(l)沿林技術のもつ,Ji佐性は人忍¥''この地域ては林庁物出要か闊主って＼、るの戸従来からの:k.然更新

技術はそこては非常尻不安な条占果をもたりすヵヽらてあるヘ

この課題は川昇的t.cifi嬰性をもっている なせだら，「清様の条件下尻 {Eる庄態圏は札常な大I伯積を
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地球［［占めてし、るのてある・,

こrJ)ため尻，わがオ）オ1はI欠，乃研究力向を価｛直吃るもり）として推定こぎるっ

日） 罰jj、出林技術の検詞

い） 他rJ.)饒燥地域て実 j；屈各れだ．技術の適｝廿

¥'1 各『広て得られた帖凩

新研究企画と期待される象古果

第5節慣行造林技術の検討

7 リカて 30 ~ 1 0 年前以来慣用されて~ ぎt.:'心林技術としては耕転(<は柏穴掘り）を人力てお

こなり『法と機械てこれをおこ tょり最近の手げ、とかある

以廿1」は人力て柏穴をほり，そごヘ-trfif生たば伯麻て義成し人 1'.i'i本をおc,<・、この柏穴は鍬や/・''へ

ゾ，山JJ(ma t c he t t c)て掘いれた 20x20x20cm府は!0 X ,! 0 X 4 () c mの大苔さ江）ら

（グ）である。柏付の間 (1:ある柏f_「はあらかしめ山］）て刈払われ稀1戸は鋤て耕転された ［府木や麻り『は雨

予のはしめ忙導入されるか，これら忙最初の乾千の間撒水をおこだうことかある 0 勿論，これは小訓

積の場合忙限られ，柏~付グ）コスト左危険な屯 -c1てitりめるおそれかある 1呆育作策としては 2~ 3年の

閲団木の周囲をすぎかえし，山 }Jて主わりの柏生を刈払うことか必要て．これ託より 4直えつけた 1胃木

か急連に成長してまわりの柏生を庇圧することをねら，二）たのてあった 3

ところか経験はこオ11て反し，由木の上長成長かおそくて爪忙証圧され生 -:t、まナ活力を失った"『日本

を此IEして緊茂ずる放はやかて野火の餌食げなるてがくて造林地は成林の見込かなくなる

これら発育 1ヽ 良の苗は一般紅根弘りか柏＇パの外庄て梵逹しな¥,',, この地域の気｛炭の下てはrn木び）根

張りは"'!位）の年の終りては． すくだくとも由木の珀部から各り向へ ~0~60cm し7) ぴらかりを夕吐互

ければ伯木の十分な成育は期待し得らオ1ぬか t壌か完全vて耕和されぬ限りこれは 1村難こある方

根か生ぎるため筐は水分か必嬰てあるか．同時げ咳糸の笈水も特つ，そして［中の酸桑は木村［のIニ

地ては欠亡し勝おてあるぐ

l 9 5 0年頃から機械て土壌を耕転・t・ることかはじめられた 屯し、鋤を引＼、て耕転.tるこの方式は

20~30cmのばさ忙し壌をたかやし，円板てこれを粉砕□t・る かより忙耕転したあと了柑i穴をば

り，造林される 北部カメルーソでは深耕されることもあるし｛呆白竹業としてはi『1本の周団を人力

ず彦かえし，稀iては苗木の間筐機械耕ポ云をおこなう（）機械耕束云方式は人力万式よりぱ '''J初の成Kかよい

か， 2~3年目筐は成長かおとろえてくる、この技術応つ＼、‘てスータ／～両サハラ地域て得られた砧

果ぱ木た正硫なも O)は厄し、か，現地の印象として，育効な条古果を得た辺林地（て之 lし、ようてお d C 

これら半分失敗とらし、りへぎ結末の屈囚は次のようし了推定てぎよう

（イ） 『i 木の準 omiて際してはポリニチレン~ 製の七 y 卜ははとんと苦及しておら↑， Lil・由の人Lffi柏

追林も稀てある 0 龍燥地域ては，裸出や合切伯さてはl百播は禁仕ずへ彦導入方式てあって，そこては

ト分筐恨を張った士付伍か月］＼ヽられねはならぬ3

由木保護の汁意、も不足している この数年来やっと白アリ筐対するテルトリ／処刑か試みられてい
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3章 ステピック法 (Lamethode steppique) 

熱帯ア］リカやマタカスカル島の乾燥地域で森林官か遭遇する困難性は，決して固有の困難性ては

立くすへての履蝶気候の卜筐仔{Eする共逍課題なのてある,, これ忙関して， 1 9 5 6年頃忙＼＼ステピ

ック怯 (me'thode sleppique)"と呼ばれる独目の上壌耕起技術を提起したことは在ァルジェリアの

仏国森林官の功紹てあった。この方法は，半乾煉地域て灌漑を行なわないで造林の成功を確実忙する

の尻適していると息われる r この技術は地中海性半乾燥気候の下尻在る諸国屈適用し得るとされ．北

アフリカ， イスラニルの森林官忙より採用されてかなりの成功をおさめた。

このにめ乾燥熱帯アフリカでも しようとし、りこと ireなり，ニヂエールとオートボルタ，さら筐

セネカル 1て在る各CTFT(熱帯林業技術セソター）で実行すること忙なった。

第 1節その原理

この方広かいか紅して牛がてぎたかを見よう,. アルゾ乙リアてこの力法か発生した由来はとく尻興味

かある。この方法は造林と土壌保↑ の結婚か応生じたものであるともいえる。

最初忙道路の勾配斜[fiiのいてジーター (c(idre)かたやずく更新していること忙注目して，アルヂ

エーの森林官は上壌保仝の研究の見地から"土地の腰掛”をつくることをはじめた。これは雨水の流

出と侵蝕の現象を減小せしめるためてあった。この腰掛を維持するため忙，腰掛の下方の面のいて造

林してその結果の良いことか急速忙注視の的となった。森林官たおは道のへりの上に、ンーターの更新

を鮎ひつけることを知ったのてある。次いで彼等は，いわゆる斜面現象とそれを組織的忙利用するこ

とをとりあけることを矢LIった勺たた． くわしい方法の効果を説明し得る主てには千らなかったのであ

るc

上壌保全の研究は，反転しなくとも上壌深耕か士壌中の水の保仝を非常忙増加するということを説

明したのて，森林官たちは盛十ーとローター耕転 (rootage)を結合する着想をもち，これからステピ

ノ；クげ、は土壌の一部又は仝部忙ローター耕転を通し，等麻線そいにアングルドーザて大苔な畝をつく

り． （この畝はローター耕転忙より生する条の何本かをおおいかく

造林を実行することから構成される。（第 10図）

）そしてこれらの畝の上忙

かような耕転忙より雨水はt壌全体の中にしみこませられる C I蒻水は連続する 2つの畝の間忙保留

され， ローター耕転のつくった条忙よって吸収される。

必要な場合には等裔線そい忙雨受けの溝をつくり，雨水を盛土の」長部忙みちひくことかてきる。こ

れは盛iの）＇に柏えられた柏栽の列して利益をあたえる。

畝の盛 I・かくすれて柏付けた苗木の根か露出するのをさけるため忙，実際上，苗木は盛tのfJししire

柏付げることなく，頂上から％ほと下の側面の上vc柏付けられる。（第 10図） 2つの畝てつくら

れた雨受けの上を雨水か流れることしてより，単なる自然降雨贔よりも多くの水鼠を，畝の側面忙柏付

けた苗木忙もたらずこと忙なちり。これはステピノク法の確定的な利益なのてある、っ
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ステビック法忙よる土壌耕転作業は．
ローターやリッパーを引し、たキャタピラトラクターによりお

こなわれる。
このローターやリ；；ペーは士壌を深さ 0.7 ~ 0. 8 m VC掘りかえして埋めもどすc 次いて

アングルドーザーが 2回通過して畝を盛上げる c

この間隔は降雨鯖忙逆比例する。なぜならば雨受けの面積すt
ょわち畝の間隔は，植付けた苗木の F忙

この畝の間附は最大 7~8m, 最小 3~4mであり，

いつも等量の水をあつめようとのぞ
むならば，気候か乾燥するほど広くせねばならぬであろう c

トラクターの所要馬力は十壌の緻密さ忙もよるが一般(IC1 2 0馬）］以上か必要である。
アルジェリア

では甲殻～し壌 (sol
ヽ

a carapace ）に対し 15 0馬力のトラクターを使用しているっ

この作業は lha当り 4~9時間の機関駆動を所要するので翡価忙つくか，

年雨鼠 30 0 ~ 4 0 0 mmの北アフリカやイスラエルても灌漑なして多数の追林を可能忙したの
この技術の採用忙よって，

イスラニルては年雨鼠 20 0 mmの下でもタマリクス (Tamar1x) 

である 3

の街路樹植栽を可能尻したの
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：千 ,・k「，各山匁し戸H」ILi関係の分析パ：ふ闘tJで査った ・そわ： 4, /1レ／ ／林覧~試駅/1J[Jt七，，クー

は Iil 6'.:'. ~ 1りti:・} 1f; こ｀•，、<·/)ヵ '(J.) 闊fj尺帖果を 1ぐJ:;';; -と刀:-c'そだ炉こオ1.t・-:)'.・・・(c1)¥砧論I了後1てあた

えられる・cあ

.'t: ンデ』ースは乳ずこれらの凸林 7いおこ汀われた地域の日竺環塙を槌 9ヽ［し，柏燥晶度担殻

(indicc x~rotht、 rmique) K ,t: り臼試恥地を分棗りした （指数は flz;gnoulsとGausst'n刷氏

よる ）へ::.し＇り分 illいは打叫 J)場合しグは1翡鼠珈［良相数甘打綜 (CourheOmhroth,、rrniq uし）を使用.,..る

丘9噂 noulsとClaussen<J) 2人り）創始苫は， 1,くし(!応り糾燥的砂糸をク,,・-; げよっ了巧妙Vl< 小奇 ~J :. il 

を悶安し 1こ'}),<ある 左オ).じ~），潜 {ff『J熟梵散 (E,・apotranspiration polじnt i e I I e略打ETP)

ぱ 1ry n こと氏~， 大気 1j1I戸＾尻発し人水分を mm中r:rて表示ずろこと:ご J:り水もりれるか， ETPIま晶

良 0)関数こ応、こ：て 「力担，［＼□ふ，湿を 2倍しだもり）か CTP (月j{,; はmm)と考えられる （虞汁'g
T P mm二 2T s)  

詞しク 7・/の』ーVmm平l,'t_て月けijび）開1羽贔曲線をヵくと f,,J時瓦，／八湿(!)尺！身を降雨鼠(l)尺度の 2倍に

とって晶度1.J:IJ線をえかけば．こ，り入庫笈化1札］線は換負けずともその生生こETPの笈化甘甘紛をあC:,ゎ

と応なる そして， 2うの仙線iてよ I)づく『）れる＼＼オク.rット部分”は（第 l3 [文Iて縦線てあハわ

されて＼，、 ~'C) 各月］）落散鼠と 似り）ノ:f:-. すなわぢ乾燥の度合をも')わず この fヶノト部分の伽

禎をは力入ることしてよって， 2つの胄左る試験地の乾燥の度合を容易尻比較-3-ることかてざより

乾李し！ては蒸発散鼠か降雨凰よりも多し、↑ヽ， この水分イヽ足鼠は雨乍力,r)の保留分：てよっておぎf.cわれ

もし試験池〇柏生か乾李汀耐えて生ぎり）こることをの王む忙亡ぱ，その lliiU)雨fのi闊仄十壌か保

留し~化残余の水分を消費せねは衣 1、~, 7(\ ヽ、スうー｝じノ~ ダiEIてよる畝ごくりは:.・=-,/) j壌保水］］を仇める

¥. モ;/チ:・ ~ ースはさら lて降水屈，放発散， I壌湿I笈仄/う＼、て論［てしるが， こがらは使の報古｀ィ

ス・:i.CC. ルの畝「山林”：こくわしし、,rょお，アル／ェリア林閏試験研究センター場にの R.I' ュト戸，,(R. 

Putod)は水分と［壌の作用を，、平乾燥地域の!・壌vcI児ずる r?・Iの視察”胃以心して＼、るか，その

中 -c畝ぐくりの効果かみとめ， 1忙~,5 くりをした場合は熊処即 (1)J壌［こ比して 1討水の几粕，彦透，保留

))各l)J果かげめ応れるとしてし、る

頒牛の根か伸ひるにめ｛ては水分たけてだ~ く， 十壌か耕転しこより i1かなれて＼、るごとか祠益筐なる ス

ピ/: ク i人はこの｀砕かわた i壌”の休 1i'i をし、ギ•）わるしく増）Jllずる，

0. 4 X 0. 1 X O 4 mの柏穴の場合はおよそ 0.0 6 m 3 の砕けた l壌の休柏か得し＼れるか，ステピ：＇

クi.t、筐より沈さ 0.7 m汀～耕転し+.:—+ド: I凡さ 0.5 rn, 店庭 0.7 m!lー）畝をつく乙だら iJ. m 1いを 3mおぎ

；こ剌lえる iび）としてお .tそ 2111 3 C') 砕げた！~壌し乃休柏かれ｝られる これは 1Iif召C〉30倍以LC多）り．

根か畝の［を沿度忙利用し得ぬとしても，根か受益するこの休柏は八t.;1]iJ打の 10 ~ 2 0倍託およふ

てあろり，さら iて，この砂かわ左［壌忙力[1;わる風化と，根い：上り多く但給される隈ふ 0)効果も見］）か

3へぎてtヽ［カヽ らぢ
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とあり，耕転の改~;,〗9、 0. nmを越えず，畝の札りさ

よ99
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パか<)だ われわJlは，これ，似よって結果か

仇く［じ蒻翌;_,:Sf.ごう）どいこ苔 、。むし lぅ，地中海

咆域とサ^ ，、ラ），）、1-{J(乃亙朕条｛］の舟か人ぎし、ため尻，

I口］ の力1人を iTl"、ても尺った鮎凩筐みおび＇かれる
第 Il図

び）て1、よt.cし、力・、と．．号えられる c

ステ 1:こ， J ク仏fこすれば恨の伸ひうる砕」

層は 2m3 におよふ

第 12 図
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4章 ，;"テピ、ノ，ク

1節 ス J ＼ ラ

サ，、ワ以南い： "/)心を導入、 J,〗;;=開しで bす＇わオは I九騎的 ら）；:i Ir 

雨姐 25 0 ~ :cl O O mm り）北アフリカ-,~成功し， t:f文術炉， i[国;t fi O O ---'l O O mr,, 「）麗芦' -)' 

ちスータ：／～四サハラ地域て失敗ずることは窒る夜し、と 3 さ，、口われ lーれは l 日〗八;_ 7 I、)0~7['i0 

mmの地域だら，スプ,,-ック怯よりも｝凜研転のJ斐介か tわく -c4) ( 

し紅し、s)+分-cは力:t,'入り/:,とも匂えご＼ヽtこ

沢一しt:i禾M、たiJ("虹久，→ くり｛文

心〖も木，式膨月 vc け：｛也の M -lりも賀；［ユー、か!''かず¥叶］された、 ),--,、ナ），I(t討和i『『と適兄・HiJ; ")上、、， 恥 r.:

られた環境尻対して上〈対）心『る種類を此やすく見出し.5 :;:, 一~ ーカ i)(こ名〈 e)Ffi 1;r11文成！、乃'I/(.

形質か良く 'i且札や文打材として行）廿な木村を生咤ずるの/その 的刊益は嘉詞 c1・＇）全地かしな力入っ fこ

しかしな左ら最近梵牛しだ失敗は jヽ れわれの をあらためさぜた 年間羽凰呂 (l () -~8 Ii O .mm 

の気候の-F, 『て床さ 3Cl cm 仄耕転し-'-~j_ 地の JIて設定した Iズ.ci) rj, ・ こ, CJ・-C月 1) ぶ予 l• チ~ ユ }i.

ニスとユーカリ・カマルドレ＇・ジジスの各 3什｀：生のものか枯死［，他の試駐i:,り)1¥1でら；1年!¥:_L←・ープ;)

ぴ）［「か翡乞李の終り忙柏端部九帖ゎてし、た これらの ぼ：ょ.~屁えけ紐;1;)'(1'、Jiしに｝一ータ～—-て八され畝

づくりはおこなわれてし、なかった u しがし~ 深さ 30~40cmvr 耕もヽー；t し一こし~、~:, ,: ーとは水の滲遵と保

留の能力をその［壌か晶めたこと屁なるのて，この帖先州件は直大だ竺；＼とわ臼われにはうけこいい

t:_、，ステピック法の採用忙閲して→

地中海性気候の年雨｝廿 25 0 ~'.l O O mmの地域てステピ y ;l凸は してし、る力,t,, ::. 0)地 iド向

地域の環境とスータン、西サヘフ地域のそれを比較することか必娑質な；!., . . j,l,j 行か五•（以し ·c¥, ；ヽ£,>'帖益

されるならは．サハラ以哨の乾燥地域0 中でもスプピ；；タ社、仄よる か合連的忙期情し得るてもハ

う これ忙反して両者か見本的汀相迎するな応はステピック法のサヘフ以南への適用は禎屯てなげれ

はならな＼ヽ ＼）

まず，地中海地域とスータ、／～西サハラ地域の気象条件を比較ずること忙ずる このため仄，既心

したコーセン教授 (Gaussen)の由鼠温度1柑線を利廿Jしようぐこのク 7(こ見る，髯月の降I翡hしと瓜

兌散忙よる水分の人気中への泊失~t との差は乾燥の指椋として役立つ オ--eveり）へてぎた上り兄降I討

鼠と消失槌の両曲線の間ド合生れる 1f.ri積は｀乾燥のボケット”と呼ぶもりを構成し， これは旬）］の水

収支欠損をmm単位であらわしたものてある c 2つの試験地加ついて各々この :fiiMをはかり， こわを

比較することし，Cよって，向試験地］）乾燥の度合を比較ずることかてぎる -cあハ")

地中洵地域ては夏の1ぃ：し、日の間に乾期か，秋から冬への知．＼、日の間：＇こ湿氣の多い かやってくる

これ忙反して蒸梵散は見の 1¥対温期vcたか主る このため｀乾母のボケノト”は第 l3図の如ぎ形状を

不ず_)

スータン～内サハラ地域の は前者とはことなり，乾季は冬の知＼、 llの間忙 {11i乳し，雨期はlい、‘

日の夏忙位汎する（：すなわわ雨贔曲線ぱ夏筐ビークをみせ，蒸梵散主たは氣温のカーフは冬の間じて I_

--67-



ヽハJ

サい C (デル

, JJ 温＇一度 [、ltil(成

"'リア）

mm 

26(1 

:,w 

乙20

200 

1各り

応ll

HO 

）， ＇ 
ゥ
J］
 

l CXJ 

呂0

、一
／ 
＼ 

i ¥ 
~50 

. I 
"¥ . 
'-・""¥ _I 

＼ 
／ 

:: t~ 一'.,✓見llil/W'
・ヤ--,
Ii 7 呂

。
ヽ

9
,
＇ヽゞ

JO 

1
月

WI'じ(rru11)

又ぶ気屈

り l
 
＇` 4
 

）
 

L
`
 ，
 

10 11 1~1 
月

40 

30 

20 

合旦羨息，:まrn:,: 曲糸鼠
占線::tF, Tド曲綜

又ば亭度向翁］を、いず

縦線：印分は

晨`屈望）ホケ y卜11

を多）r_, l す~

{J縦車廿い目！喜は以線K

八罹軸0〉日 1応ぶ釦祝尻

れ工才l刈兄ずる

右目嘉力八目盛,,n2信

紅九って＼‘ること

/l 

第 l:3図A

和

口

臼

甲

mrn 

260 

240 

テネ （了ルゾェリア

の日］日i/Mi屹曲線
ET P (mm) 

又は気温

220 

20!J 

180 

1 (j() 

l,10 

J 2() 

100 

凶（）

60 

I・ヽ．

I 
¥、/-- ... •··-... . 

: ~J.-.... ·······:~.>叫ril/ilI IりI.,.ー、く-.... ___ 
.、 I ./ 

•—-’‘’ 
6 7 8 

~' 

0
 
0
、し

-

3

4

3

 

）
 

、i

j

、

9
~
,
'
\

う

/
]
1

一

『}
 

ー ウj 3
 
4
 

U
J
 ，
 

10 i
月
2
 

ーー

粕線は！ず）醤曲線

点線は F;T P曲線

又は侃度曲線を;f;-ず

樅紛邪分は

｀乾燥のボケノト”

を多'らオす

;{, 綬軸の目盛は点線筐

八縦軸0)目盛ぱ鎖線尻

そオ1それ対応する

右目盛か1下目盛(1)2倍

忙~なってし、ることして汀忍

第 1:3似lB

けを )J~ ニず0)て． 位燥の i1゚l「ソトは第 l4 図の如蓋形状を小 i〗」

これ 2つの氣候刑を申凩湿度fl廿線屈よって比較すると， その町IJ_ははっぎりと異なっており，詞じ

り平均雨凩 (1)2うの試験地をくらへると， 粒燥のボケットはスーダヽ／～内サハラ地域の力か地中涌地

域り） 2 ~ 3倍の tfij伯をもって＼、るこ このおかし、はオーストラリアの内クイ:/.スラント匠あるエメラル

ト試験地の雨鼠晶度曲線を参照すること筐より明確筐なるてあろう。
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ì、n,t 

10 

20 

ケ，『卜：:;:,!、

的燥り｝ナ);、J 卜
，ヽ

7 8 9 い） 11 12 

又

r
u
o

り

IIJ

6

「ひ

4

3

ー／ーf
 ，
 

ー5
9
 

~
ヽ

．
 

3ヽ

~
一r

 r
i
 

c乃べてぎだよ 'Sre: G ,1 u s s en u 

公ュi:;( 土，｝—]別化 mm/戸｛，’「'あらいされる

発故日,,「.p と担氏て；「afl'i均＇べ＼温

T >'・）月¥jvcETP

るとしりことはとりも

升~、う地域グ）

Tの［月係

))'ご戎っ i.;,lヽ， ｝~り'『 p U) 1! 自,tリ-_, ヽ、ラ~ ぶ[

二の公式をあてはめろと過小なも 0

r
ー、
プ、
8

てあると息

われる そオしばこの公式かスータ/・-四

のt!然現集を考息し

¥' .＇̀ ‘,-．
． ＇、な＼~から‘’こんりる

10 
この ：こ吹く凪 C')り市)でらア，レマタ

ン（し'hannattan) は中．越しており，

, r''"'' ',)'、"IA

.CL •.• カ、；；叉 Jc, ( ウスウュールス）

,}) 

mm, 
恐屑：グ，メ,.•J ¥ 

山し；（）

り

u

o

o

1

2

り

8

ゥ
~
i
2
2
1

•• 「
•
印
9
‘
.
 

\~, 
（`
 
l

、’J
,9‘ 

＼
 

し

0

も

り

）

印

。

1

2

,

l

s

4

 

l

1

L

1

 ＼
 

20・--心

―4、 r-
／ 

苓→

｀ 
／ 

・・・・":、／う'.'.ア令

'. . .'. 
7 8 9 10 i l 12 1 

E T P (mm) 

又は気樹

， -''  令 ぷ卜 60 

:,0 

11) 

30 

以）

10 

、) 1 ～｝ 6 , 

ご冗）風は，J卜常戸執く乾位して、ヽるのて鬼

発をしちもろしく［［じめる：て＇ヤつ力]心・な \,•o

アフリカのこの j璽りの風は次り） 4 うり~）

も釘）；fぃi二として活動してし、る，

国 大内洋北東貿砧風 (L'alize'

I I tiore21 mar1t1打l(')

マ・/い―-ス
・'・ 

’’ 9 「,ij から発生しセネカ

右とり）沿岸池愕’戸影繹•する湿潤‘欠風こ

も;:_,,

lb.I .. cc•) f ト~ 風 (!,';ilizc!bor/al 

cont inenta!) 

第 15図B

チューンャ晶気／［僭fこ'tしサハラのI

をず索て吹く乳くて乾燥した風，彫酋は

間断的っ

に） 大四洋噌東貿易風 (Lamou s s 

-on) 

セン‘卜ヘレプ・1翡匁11:臀か「~）］［打戌される I且ここれか雨鳥］の脱因 ✓、［バる

(d) • アルマタン(、 L'harmattan)

両，r'7 リカ熱風と l 、 1つれる東から吹くものてサ/',')よりフ、—ヽ.. ダ／をこえて吹く.. l ft中この影？罰力、

あり，陀度に位燥し力・,✓:i'呂＼、"この風けセネカル洵！ドを除し、て 1 2月より 4~ 5月主て小断 (IC吹くだ一

め，もっともその竹 Jii 力'り記ヽ~う

7ルマタ／か札常ド礼¥,ヽ て＼ヽるため訳｀気漏のし昇Iてよる以［加羞梵散 u)増加をぴぎおこす J)て

~70--



ヶ ン イウエスト(.,,-ーストう

,) ,il r, 噂/)変iH撃
的燥J)7尺ケ、,c 

,’
 

2
 

]
 ．
 

＼
 

`
i
↑

~

t

5

p

9

4

i

,

-

，
＇
}
，

1

.

7

 

o

o

o

x

l

0

0

0

0

0

l

o

o

u

o

 

6

i

)

＇

g

、

)

1

‘
ワ

l

o

6

1

2

n
 

ー

、

3

1

1

,

 

ー訂

"
'
i
2
2
2

ー，＇ーー

1

ー
＇
］

一、
9
-
9
 

r旨
f

ー：ーサウスウ t. --・ 八、

ET ',mm 

9キUn
＇が又 ・,!u,

較して［

印

[
"
/
i
o
3
0
m
m

|
|
．

I
.
I
I
I
i
'ー
1
・・・

r••••• 
J
'ー
1
f
t
-

『
＂

{

-

7

．
 

[>

．
 

ETP 

'-八 J ぶ.¥-
凡こご .;L

J> I_ ,1) 

．
 

、J
9
江
J

f

J

 

ス ータ/~ ticiサハ J地域は地中

向地域」~ りも山林'Ji;iし
／ 

と巧え[~)

／欠 J尺:;人文ClilUカ

ってみょ〗

,
8
 

↓

Q‘ 

I'  

1U 11 
'''''  
12 I 2 勺 1

第 l5図 (J

）
 

L
'ー`

屈 地域ごは ETP

竺え八` 、し、

r
 

＇ ッ/]
、"
f

f
/
i
 

を~(「） t:. め贔量湘度 iJ打線(})比

叫-tt4,度 Ci);札l吐以

^
J
 

ム
⇒ー，

~9\ 
！
人、r
f
 

ヤ｛,~ ノ
＼

!
L
 
ヽ
s̀v 

,,, 
••~’ 

' ';) 

爵雨

れわ;/l(ざ:,

筐州 I見

fことえ!c,l

9
:
J
 
才

1-11-
:, りし

＇）（］〉地区て流久鳳 lj,

適

r¥'4 
刑q¥
 
-i― 

叶園

』
9
'」
9
9
 

上
'
,1,
＇‘
 

閉'l'1厨と

、9多

—·! ―, ｝ I芯！直、

空乞

屑」水(})流白

う↓’
 
r
 
亨
/

グ）仕~中夏ー』し恥;.-をる

~j !t
}
J
 

』
'
,
＇

i
'
ー＇ 
,t,‘3 

i~ 

ノ

1

9

し

9
~
’

ご~ し』、力•,、，〗

をしらべてみ戸、

こては年降雨凪，

この比較］）だめ はLt襄保全慎J 2ナ！州が f
 

ゴ
J

~
し

仰斜， ［壌か lli]・・・・てなばれはならな＼ 勺}1求l鼠てもーザ，、フ』又惰j,ア）

イス予ニルよりも雨期か厨〈， 降雨鼠のti':中度かより強い 他の条ぐ「（~

±!、/:帖＇且 ;r〉吋、［しを鬼

、
＼
／
恒
以ぃj

ヵ,It , 7 

~,, I' 、:〗,.. 

、j'V'''

集中度のつよい程， 流久 よる水の損久もつよし、てあろパー

第 ー 3 A
 

第！，！ A
 

の合双Ve):,, 

‘位1、宋乙，,'今--; ”乙且砂だす7

て
~
冒
f
.

，'-re 

'" 

'ヽ、

J

`

I

ー、

1

(

↑、

A

,

3

2

1

¥
‘
-
i
i〉鬱」
12

＂

＼

、

一

・
¥
｀

¥

l

 

9

べ
〗1
ー

一
,I‘i\• 

'

‘

¥

 

iー
i

,

＼

，

¥

」

。

1
7
,
I
I

ーi＼
ー
＼
ー
！
ー
；
／
〗

:̀、
1

¥＼ぅ‘ー・¥̀̀3 

ヽj

いい
[

2

1
,
i
L
~
,
L
i
1
r
-
i
-

―
-
、

-
i
i
1
-
i
L
]

m
r
n
z
b
O
/
2
1
0
2
2
0
/
5
凶

l
b
O
1
1
0
1
2
0
1
0
0
8
0
b
O

I E'「l、![l![)•) 

I又

力，，！，メ~、 9

ぅしー↓
4

t
 

,'¥ 
、．

＇ 
-9, 

第 1 6 

-71~ 

図



氾 l6 [叉Iは

せた『,<]である

，
~
し
、了＇ 

~
レ ''/ンエ~ リ/)と―ど

直試験地グ）千園贔！よ口、とし (7呂 0 クサレ~、;·O[崎：雨期は S 力）］，

/'cl)それは 4カ月以］、、て厄る 0) 没名・c7〉 降由

;'!((I―ー）各．人はカウ,・

を目 f¥1ヽ ］としてニチ x.. 一ル

第 14大はカウ -
7
 

-

9

 

(I< a ou 

5 O "10 lても心し，，最人 70, 5り'()

¥’ 、ヽCri 

力ヽれて]ヽ；、、ろ

ゾぅて第 l4図り）出州晶度図人凸参聞

l 9 G 5年-

試駐地

から 9月O降虞凩と流失屈をあ応わし；｝こも；、）

ア〈北

付''
""' 
目」

1
9
,
｝
 

rプ↓）
 

t
ゞ
曰
寸
/
 

メ

9ヽ・で Jc'" 
鵡，氏

もる＾

＼
＇
 
グ

) C乃叫',式験尼

，
 

`
i
 
［
 "i 

ヽ
ir
 

ハい
L

。
g
 

e'{ 

9
0
 

中
{も

八

l 0mm 

r
 

ろi,K 
r

す
，

，
 

,'‘ 

虜鼠温艮凶

C'『FT'乃:三:Cl) 

メ.C'二試験地の

以_Iり）降Iミi、]

了し

を

，
 

キ
5
，
 

r
 

ず
i

i二｝襄戊

T ,,,,, 
及_[it・,,_-,-' ＼ し‘

彦るぅ

み )~2む＂~）オしたー降贔墳、"l) 月万iJYr 古て応-'.'. 、第 l召R.::t1,,J1,「CJ6 II 

際しでは流出鼠は 40 

l ii 

月

5

6

 
t
1
 

8

9

ミ・ロ

•; 

し

7

3

8

2

 

~
·
ャ
・

3

7
ー

[
1
9

5

2

9

9

 

l

2

5

 

ヽ

2
 
[
I
 

0

4

2

5

 

ー

9

1

]

5

l 1 

7 

::1 2 

碍

. 

由 1叫数

30~10i10~ 

ー

り
今

3
 

つJ 3
 

訳 i、』~-) Niger I閾J)K,1ouara
(!)で多~）る

ぉ \,,·(1965 年の降雨鼠分缶を~ 調杏したも

この 地の糾1窟Ht1. 5 -2. 5'¥, . +J襄は炭酸召 I火質とり）砂尉~ i机：戊く叩成さか，滲透性は之し~＼

k 1ni2翠表性は ：2~ I O c rn, 闊て庄うる、 8 Jj 3 0 [1と 9Jl l 2 !l tl) 2 lロl, 摺状

2 m輯深さ 0.2 5 m Iて，'!L 、

この紺直と，

ることを刊り得る

この fヽーめ， 9庄/ヽ. 

て実打された〉

月沈： 'Vと9月の頃を見れば、ーJ)かるてもろう

ごの耕転 出凰を減小せし~ めることは第 15人［う 8

1. 5 ~ 2 % _[;~J つ it且拿1 てげ：I埓'r翡：バび） '.!0~50°いヵミi爾.'},、-よること，

以r匂ては失われた降I翡凰は柏什尻とって促人な鼠

も傾斜をもつだらば起り門るものてある

¥
9
 

}
r
 ）

 
,-― s, 寸力：オっヤっ対［出-ギ~る水は（氏);: (¥こ潅れ．

左か「'iじr1斜 I—―、Iー」へひ乃 、
]

）
 
’↑r
 

明確

い!..1~6J]仄はじまるか，

:_のことは，

nJ椛性を啓小tるら （l)と＼えよう 0

達才る

耕転され 3ml間隔

か流出量~ を~減千

れはI真しかすこし

1liJ,; 心の¥¥I; 尼政j→r ,; /ナ IIJ見象，ばごり） i嵐出て，況町こ蓋 ~-f.'__

こ主力'¥.、 I壌成分をはこんて11ri地汀それを集柏する，

細Iを集積した地 rヽト、しには州本の成りかみらが， こ立）樹本はさ

水 と

i: 流出ずる水と［し蛉物の凡柏を fij用

叶_-:I翡畠 6l) i) ~ 7 0 0 mm』丈 1ヽ(!)とこ 7)てステピノク，）、り）

は各がて＼、しば＼ヽが開1,ト］量の晶散汀上る汀J久も見の力上壮い

こ (I)ころIJ:.〖晶（））最大り）とぎ

スークゾ -11月サ 9バ

予、る (30-35コ）

氾域 は 1ミ月予

非＇常に乳〈て位麗し

--72--



第
ロJ

ー
人

日
~•

 
、 '
降
, 7  
、、ヽ 9 9 ,
t1k 

m
月
1 1  
7 1 3  

l t  

ヽヽ l r̂  

:
:
l
.
5
m
m
 

1
 4.
2 

U
5
 

, r , l つJ~  

ぅ
4  

7 Q "  

心 r j ウ ｝

t )  i . f  
? l  

ぅ ｝
ー

g  

I
 L
 7
 

,  - 7  3  - '  

ー
2
 

3 6  

i l  2
 0
 

2
 2
 

2
 6
 

2
 7
 

3
 0
 

7
月
JI

―

8
月
1
fl 

1
 

6
 ，
 

l
 l
 

~
 

ボ
汀
）
1
 

2
、

2.
0 

2
 9. 
0
 

0.
5 

0.
5 

9
.
0
 

,j 
3. 
5
 

2.
0 

L
O
 

l
 2
彎
3

3
 0.
 
7
 

3.
0 

3.
0 

2  5 5  

ヽ ｝4 / 、し
j  

箪
＂ ド f
閤
l 9 ぅ J ハ S "
ゥ f

s
~
3
 

Q 5 3 ゥ J

4
 1
6
 

2
 0
 0. 
8
 

9.
 
2
 

1. 
6
 

^~
 ~• 

—-
-

7
 0
 8.
fi
 

--
--—

~~
 

1
 8. 
5
 

5
 6. 
8
 

l
 4
 1. 
7
 

1
 3. 
8
 

l
 3
.
8
 iii 

' r  
m  

2 6 0  ． ．  ~  

6 5 7  

r )  

l (
―  

、、
~'
OI
L 
中 ,,, 

人』、
! J i  

‘ " i :  

什
'i

3
 1
5
 

，
 
4
 6
 

8 0  

島r` 0 1 4  

i  
F ! 息

7 、 )

n  
5  
2  

仁 J

．  

ウ J - 3

t l
凡

~  

＇ 
8  

つ 3
’ヽ り ッ

＇` 

l
 5
 3. 
7
 

---
---

---
--—

+—
---

---
--
--
--

l
 0. 
5
 
I
 
7
 5
 

6
 0
 

,1 
5
 

3
 5
 4, 
l
 

'
'
 

l
 9,
5 

2
 7, 
7
 

6
 8
,
4
 

F
 
4
 - )  L  

。7  

う

9 .

 

6 0  

9 1 , 3  5
 0
.
0
 

.
.
.
 

4
 0
 

;j 
9
 

4
呂

\~
 

9 ' 、 {
ヽ 人 9r~

e
e
 

り
9 9 9  

9. 
0
 
¥
 
4
 5
 
¥
 
4
 L
 5
 
l
 1
 0. 
4
 

8
月
］
日
~
l
 5
 [l
迄
の
流
出
率
は
4
L
 5
 %
,
 
し
；
か

地
，
試
験
什
笈
は
第
l
4
人
と
け
じ
て
あ
る

2
 l
 

月
立
I-

_-
n,
 

8
 J]
 
1
 6
 !l 
~
 :3 
l
 H
の
研

2
 5
 

り5

r 1  9 2 2 3 4 6  

1 l l l l  

• 
！  ‘ , ' )  ヽ r

2  ] t . I  

) 4 l  9 9  

り J
3  

7  C  0  0  

乞 9 a 3

呂
7
し

，  

ウ 1
~  

ー~  
9 L  

/1
~`

 

6  4 5  

2 4  
、 ; '~

 ̀
~  

ー

O
)
 i嵐
tH
ぇド
(:
t
7. 
0
 %
 

し）
こ
0

O.
::
l 

l
 1. 
7
 

枡
）

l
 2
 .. 
5
 

＇ ，＇ ＇ 

1. 
3
 

し、
'
 



，り'-
9'’’ 

~
、

t
‘ 断続して賢子

i

へゞ
豆
~
i

i
:
＇ 

r
i
i
9
 

~99, 
,
9
S
t
 
i
v
 

・
~

ー れ;;、：り

,,, 
9斗'I
11'., 

胡〈

付を別げずれは適闊｝選択冗）条件は根じア~ 刊益をもた

中屑地域レ号 j、

9
‘
,
J
 

—
卜
9
4

L•rt 

、
a

，
刃
f
~

他元目椋

くしてわれ

っても気候か覧

以怜」を

冬：り 3~ 4 :;':)月間は森林相生 i(C よ、そ~ 尽冶四

n月か雨李げ杖そ、

I¥ J 
./'t) 

ン～西

水

iil{ご以してスー匁ン～

r
;
 

~.f4 
～

ト

f
‘
;
 

7
な

•·... 娯散

＇ 
へ
4
L
J
 

9
9
 

へ・..乳彦透を噌

かそ'{こ導入_-,ずる直もk

ると，

ヵこならオしら植.it乃 [i,j

且り月1;知j也謎t(て it.冬予み、り{1イT_L, -

は冬か乾

＇、~＼、こ郷 l:: 樹種は屑隻尻~ 乾~予げ対兄［て，

［は全求陀よオしは、， b文長の連し

し又膨

摩 L、、［出こ・i、、名

刈i[fーLn恨：心

水`、))tH 

馴{I

i
 篤1-r1 

9
~
>

、

h
,

こふ

没弔 3年日ころ［ておごってし、そ)"換口ず~ヤは 3 これらの

鳳亨 る

非鱈上樹袖を訊栴1剖て風［馴化させるif.-質的条件は水の因要をみにすことてあなこ

わ ／
＼
 

tてよるかしご Hらを守るかコーカリグうなnぎ導人樹袖は烙築迂-r.てり成しの 9畠赳［こどからノ人てら
るよりい水を多く消胄するじこ相迎(£v, 北ア，＇リカ了効束を .J,;ドめ f、こ,.もーカ日、~ ザ，ヽ ！

鮎礼を得るとはかぎらな＼ヽのであるヘ

凰Ir: Pl然落枝をはじめ人のてあり，これらの樹柿は新鮒 Cぷ＼、卜地をl;fみ戊 乾位した i地をお I:, 「I

ることか9月1「，れて＼‘る u

の洛枝ば、r)韮Vヽ

,1 (E・サリグ）-, E・クニ:/ヤテス， g必ロヒュ人夕） O_)ー'.le:迅

おこなわれたことを ずるこ―~ —ナリ｛土やや⑰＼、平、Ji:)'/,、ifiA0) i・('、J、べ;もし，

めり気のある+地を好む樹種とみられる〔弔 1~-; 図Bと第 l5図u(文ここいーカリの厚廂地オース） i'.' 

陀ある成咽的な 2つの試験地， ニューカ y ス少とケンチーウエ入卜のf翡litiM及I田籠叶崎衣てこ足る合',

じ'1'p曲線か常筐 惜曲 ド iてあること忙 it(〗、されたし、 ； trお， 一.L--・ 〉＋ノヌ、,:

メタ，グソチーウニス I.ては E 靖サリグ｝を

(ii) 地中海地域よりもスーダ、／～也今サハラ

を名＜而要する。これは蒸発散の相迎筐よる c

多ぅい， 晶斐力ff, 〈f マダ/&"1ヤーよ、そ簗発

I、ゲり多）る攣賃（り出をとるが', 気孔記面

して,,

現在まての結論として地中海地域とスータン， --1国サハ，9 豆）

る~ヽ
ふ
A

I土最人闊l,1〉節rm積を叱，2

uし;'p

このだ ,Y)tべ、闘「雨i式ここし，＂、サ'ヽ :,, J 11リ

lヽ<--、ユーカリを導入すれは，ユーカ 1)1/てよる蒸発散は，そ I])葉！・1!l柏かもる人ぎさ□江ずれiそし）］

にある水資加をくみつくすこと筐ならり（

の方が，！噂し樹柿

からわれわ jしカヽ l.'ぎ出せるも

は次、の如〈てある

(I) 北アフリカじよびイマ、フ・エルとサハ)以i'打を比軟th:f, !,rjし国

て l1J処分の水ははサハフ以南の力か叫白忙ずくな＼，ヽ、'.)

•や
cダ）、こ 山林木

し成長をするだめ;,::ょ尽

--7 4 -・
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〇）成には並たか井常収：形状イヽ艮 C)もの： E • 了）！へ／ス， B• 玉ヒュ）寸、ア， r,: • : クロ 1 カ，

E ・シブロキンロン,, E ・ミリオトプ， E・クレノ:, r,; ・オク ;r:i'ゾタリス

g ・カ—? ; し―＇「"'-レン /7,, 1~ ・フレゴーコルニス， E , マイソールト 、イフリ/ I, '→こ訊惜アフ）：h ,J) 

人部分の試験地て成功をおさめて＼ヽる， これ戸／又して，マレクパーフ＇尻狐ずる-~-ーカ！！は」！常：ご位位

しだ試験地ては 9イヽ適ごもることを小して＼、るし、

サ i! ク4ー， クうンテス， いヒュスタ，のイ、適応、クループは峠温多湿． とくに開if1,1~ 凸什判均算＇，こ庄ろ

ことを笈求tる品柿とみらわて＼、そ）

第 I6人はある林班の閥’よ糾呆てもる。この林班はステヒ．ソ I/注叶ご上って耕転さオし，林令は 6カ月

てあった r

牙の他の枯j柿忙つし、ては（欠豆）結果か得られて＼ヽる。奸蓋青果を得て＼、るもりは

Prosヽ）pis JUl iflora (マメ科）． これは砂質t-を如むか珪化帖 L1員忙も t<'ヽ"1f}J2~31t

は年間樹晶成に 2mを小している この樹柿は良<!-壌を被段-_tるか月」材を'['.!序てぎぬ

Dalbcrgia sissoo ( ぐメ料）しめり父＼のある帖し質の—［地てよ＼、令翡果をもだらず-叶閲樹閻成

K2m程）夏て良＼ヽ＇平材を牛叶する"

Anacardium accidcntale (ウ，,t./科）これは鮮し、t質紅よく，年雨贔 70 0 ~ 8 0 0 mm以

ト(})とこ 1って， ,f:'./ ト1疋より導入ずへぎでおる c,

その他， Acacia n i lot i ca , Ac a c i a s corp i o'i" des は定期的訳氾濫ずるとこ Iー）ヵ t 〈,

Acacia albida は軽＼、 t・地vこl¥、,, そして次のものは成には並か主たは不確実な糾集しかわかっ

て＼、tc,,、 Cassi;i siarnt、a(マメ科）， Azadirachta indica, Filao, しall i 1 r 1 s " 

＼、ーずれの糸占礼も柏えてから ]~3年のものてあり，本格的な紺論の出るのは生た先リ）ことてあるこ

とか内度汀怠しておぎた＼‘、

b) 11Ll付密｝斐試験

叫付密｝化の試験は本来な Cヽ）は成l又試験の紀束か艮好とみとめられた品柿 v,.::ついてのみおこな＼ヽ，紐

,;I的実験配附 (I又復をおこなりこ)--)をとることか必疫てあ・八うかこれらは木た実nされて＼、な＼、
しかし，すてv,.::1つのflit付密｝斐の試みかなされており， l 9 6 7年！てなれはもっとも古い造林地か 5

什］になるので何か「り1をわれわれ iてりえることかて翌より

これらの密疫は 2x2m, 2.5x2.5m, :3mx2.5m, 3mx3m, 0)4種類で現113年［卜のユ

ーカリ (I~ ・フーしトゴルース， E ・カマルテコレソゾス）て序）るか，現{Jだて忙わかって＼、ることは，

2 X 2 mの密柏は1人敗てあったとし、うこと Lある，、これは根系しこあたえられる水の t.1:I'. こ起因オる。 3

mX3m(ha'月り 1,0 0 0本）と 2rnx2rn(ha冴り 2,500本）ては水0)¥i・；，12-は迅林の成にや蒸兌

散からみても，後者は削者の 2倍屁なる Cあろり、柏付密度か砂けれは， i文みか密iでなり ETドを減

ずる効果か出てくるのて水面咬は柏付密度作厳密筐は比例しない C かよりな気仮の卜てユーカリを柏

えると -_tれは， ha ,ulりl,0 0 0本以上はなf主しくな＼、とわれわれは推記している。

C) +_壌耕転（ステピック訊）

成K択対する l壌耕転の効果をみるための試験は 19 6 3年からおこなわれたか， 1 9 G 3年応お

-76--
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っ、 ，グ汀万切足、合確，忍］る-":. i:h vc it , : 也（り研転技術） ([)臼較/;'-心翌・，心チ入，

，ふ玄～アこ l 9 6 6 叶筐 2 ✓) 又〉夕｝し·-プ巳分 :r--r: 企画さか

; ✓; ヽC);; ふ,,,,,,/ばi井転if;,}こ(〕．乳八：:, :. > ,,: Iり本、成J文l)・f:-,;うヽし を

拉 >.1'7)jしく,::あるフォしに卜わラピ•·T シオノ試験地ておこなわれこ を

る［＼， こご）ため硫計的反覆配置はなされて¥.・tよし、. ': ―こし1)第 l林班fj::-i haあ n,ぅ紐羹fjご

(l2ABL, レチニフニニ;' 、ントリオトラ，マイノー;,.ハイブ,, ノ｝，フラ y クレ｛）を 1甘＼、、

アビ、,, ク」（戸ーター遁過十畝ぐ）くり）と訂なるローター逍過による

しIrj加林合 3 ;'J月て謁足された結呆肛よれはス丁ヒノクよげよるよ験lズタ） /j /)ふ． ゃ一，々ー岨巡り）

]-,I¥ご,fる試験1,;より樹高成 l又で 5,~10%4' くれ~こ\,. る。こ、:::(!〕吊 2林itlf;c'lha多)')' いしょり

＼、低↓筐tる耕和；へ↑ ・土塊粉砕~退蝉［メ”と＼＼，闘度の耕転十 J:塊粉砕処刑[x,1を比較［て l、そ

他のタルー fは耕転附式のりも立ること忙凸．木成に 0)わか＼、とし襄湿度の

が ·c~ 、るへこ（り試恥はオー i、オ，le 夕のゴソゼ， タン＇~ ドにツソの 2

卜壌耕転，形式は 6通りあり，それは

ター通過.,畝，・;くり（＜~プ,,、; • タi}、)... l) 

単だるローター通過耕転

中八る耕転

る，`ふ
L
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i
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土iハ←に i.

はi壌幻胃臼'[I( r、

の効果を比較ずる ！り暉

で狂― ーメ即!'今— ふ—- 'グぷう"
,_;_'.I /"'の'，―-,',)、

て 16 、::_ぢ~ われに

ヽ
）2
 
、）3
 

~. 畝•つくり ＼
｝
 .4 
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. . . (柏穴掘）

l O 6 cm 

~·79--



紐和；!Z ( ，！鼠;cj 畝

ロークー通過区 l U U C 

註乾 畝バ〈：

竹

り！『~；；式をぎめ）

耕応、や畝.-)くり仄悶L

9 5 c 

ず：めたりして，ょ

cずへ、彦唸¥U) かとりかを紐~叶し

<'".J (i' これら f塁業用唸械

／
た
，
，
 

研転；ャ I)

匠、
,,.. ば

転のため尻は ha崎り 1こし了尺械冴,4 ,-,,(i応巨'd唸，駈，帆羹とサ

で、.1こ（）馬カバ［ラクター（キャータしラ芍月:は［）ら lh柑!,

ヽ '1 り刀費用~ ぱ乞.Ji: rT)'監臀旦のらと

芝う こればオー..ト六バタどニチーニ—凡↑ 位I'!-,~·[r, i!, 

/ _,, ,; 柑＇-ある ）；贔肘てぎる

凸い茂用の方は―!':i.o o o ~ 2 n_ o o 

ぐ

論し｛＇｝ぬ八［うあら

→てアピックi人（／～）賛Jf:!c!:i□/")し、

平均成tて凰尺よって

こ 0) 技術の効浪として．砧~氾も "cl< 

ビ；車で放つくりを主万；と， 7 ン'

-1' ,_ 

r
[
 
オ

公；＼屯閃ヵう）ギ

7 しf.―? フ

咋らそろ.,-,

｀り〕抄綺 /1•'"1'1,トI拭了二りrnm

---C乞i

砂

得了、テ：：＼

をも穴：／るも))

古

ヰ—

｛勺 令r
，,, 
，ふ、！鼠

ヽ

~
i
~
 

;

9

 

4

田｝

9、-・-<f(l)如姿 ifi機械こ上る社I『',;

Jヽ
り＂¥， 

)
f
¥
 

／ヽ
、

-1-.. 

心、← 文二ニ i ソク

夕~；し

万訪術は〗［＿者の

る
3
 ,
f「

f

ノ
ヽ
f

,

 

乃！！えぞ~ こと応

り‘,, 

力、で麦予， ギ＾ヤ

＼．＇ 
~
，
~
 

（、「）R)を佐し 5

4 りり＇）アフ もフランカょ

アラン，そ炉古:,c: h臼

苫の糾り費尻/ー）、ては.J、i直

,-' 
＇） なヽ ‘ 

、9 、_,_
~、. 5 

．及＇はグンーター~ り)}) r 1¥'iO) !Jex. ,C罰屈左巧 I_')と., ~ 

~'てなろ これげ史仄反肘さ.;fr・て,w(/)茂みう、砂か，｝ろ、

よっ）：：：誹陀収，:「のとぎの除ばばだや；.. ,、力，管坤 Cl) と芸 (i) 騎革は．ずf~;力し心へ加， Jう！！『文',ふ，＇いもり

焚を甲心沈く通過さぜnはだらだ＼、十筐！＼＼木．，＇）樹/;↓ 〇除訂と lぎかえしは1こ'.')/cii)Jごだ‘竺｝に:L汀ら心

こがぱ昇常筐高りIiこつく仕＇翡てある，_

（］＼ 刑｝］門の試み

この試験1,i緊以Iりがr、し、文は最伶I疋かこ只うへぎ凡)J_)こ況らり 枷肥式騒け、［環訓転と条古びうげて

門的冗配：置される（、紅お， こ｛乃t壌：よ井転 崎 9年(!)み実｛」される、

宍_['.:成分を i廿燐ずる］こめ 1て，施肥試験 i]ー）叫忙凸い人ぃ華う，~. こと力、必笈[-ごある（~ 尤ートホ

タては l乃 Os か久［こしてし、；；；~）＼ この］ー訂糾；［げよって N l'K 3芳素，;ぅ試騎配忙］かなされる万 一般

K2いの胞用は成｝、、左促進§ るっ

現在，刑料ば ha 叫り 5,0 0 0ア 7 I_) カフフゾかか；；；)ふ:, ー苔、林令 C) りじ――）｝戸 i 王廂肥~は成し坪I)J!Jご釘

訂てあろへ

e) 竹業費｝甘

欠の第 1g人は+J-襄耕転厄八りIHて費廿：I左lt的し左も，')である [-J襄耕転竹叉はとくりC,, .-灼おるし、
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4 h1 4 h J 4 h＇ , 'I h J 

1 5.0 0り l 5. 0 0 0 I I l fj () 0 0 

FCFA FC FCド八

I ti h l :i hJ o hi l 0 J 1 0 b I l O hJ 

l O h j IO h j 10 h1 JO f! J l0 、 ht l () hj 

5,0 0 Iー） 5,000 りりし） 0 5,000 5000 5,0 0 0 

FC F FC 八 ドA FC FA FC「;¥ ドCFA 

1 5 hJ 15 h.1 
5 h J ~;) n ' J 5 h J 5 h J 

と.3 h e と::1he と：）， h と3he 

l 5 hi l 5 lJJ '.I he ,l h,、入 :-1 r1 e 3 he 

15 hJ 1 !5 hj ¥ J he i I he i l he 
i i '  ! i 

80~700hii90~110hi 1 32h1-: 一
I 

i 33h.1 +』9hj 十- 1 32 h J --, 
I i I 

乱：
i i i + i JO~J2he I l5~20he !10~J5ht、 J5~20he1

ロ1 i 2 o, o o o I 2 o. o o o凸20. () 0 0 i I-2 0. 0 0 () ! ―ム 2o_o o o i―I 2 O_ 0 0 0 
， 

FC FA I FC FA i FC FA i「(〕 FA I FC FA i FC 1-'A 
——--------—-—---------- ― --1--- ー-------ヽ—--— -tヽー・---―--- -----i --------- -- --•-- 、----- -―____ J _ ___ _ - -~~---―-----

むよその背用 ! 11 2. o o o ! 4 7. o o o ! 3 8. 0 0 O• ¥. O. 0 0 0 h J 3 0 0 F℃ F'A 
I I , : 

(fプリカフプン- i ~ , ~ [ 3 5, () 0 0 ! 5 0. 0 0 O ' ~ i ~ b e--~4.5 0 0 

； ,,、〉ドCF,¥ i 1 8. 0 0 0 i 5'1.0 0 0 i ! ! 6 3, 11 o O j 8 0, 0 0 0 1と12,,0岱闘

he 

瓜iし）

L SN  裸池八サ、ハンプ

2. SD 伐跡地サハン

:3. h J ha貰り延人数

4. he ha'りり機械駆動時閏

5_ FC FA アフりカフラン (1P・C f" A 1-4 6円） フラ／切下げ阿，-ー）月掠麻

(a) 山焼跡地てある

(b) この hC l:tキャタピラ式ェ/1/ /ー（、り恥励時iM1てあり根株騎夫を確実竺おこtcりためのIIゲ廿',]のみ

{ c) 禎付前の耕転は

i) J'で元↑匠詮凸し鍬て叶転すろことかかんたんな場合 (1:は ha'りり 5~ 2 0時間
Ii) 梢状庁は全 iT11的尻，槻械注耕やロークーの的闘かおこなわれる出介ぱ ha''ー］り 2~8

動時問かそれえれ必児iとなるし』

(d) この坦の heは輯機械駆動11寺廿l1--cあり卜塊粉砕ても
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第2節

これ茫

1"ーミ

今後に企画すべき研究項目

の麟詞として，樹柿選択と＼ヽう古典的t:;,試験を別と丁れ
ぱ，以 l、(fヽ ）砧允項日在企圃し追及

ものとぢえられる 即む， l項耕転，蒸梵散， 此文林；凸成， 音種~ゴ

j J貨耕茫忙ぐ，＼、ては各柿技術の比較かだされねはないぬ

配；ii'をi平-;ておこ八われることを要丁る
それはーf笈な十壌氾こと筐，統叶的及復

ある lJ襄と気仮の下ではロータ の通過たけて畝ごづくりを
9 、}、_,
v'°"、 も効果；があかると号えられる 戸ーターの通過か水の溶透をよくし， 根系の発逹を促ずこと

ぱずて＇で指岱されて彦だとおりたか．畝つくりの効果は卜分 V『わかって＼、るとはしえず "ヽ
J' 甲忙楔械的

）ご r叡か障因と t(って，Iドの流央を阻止して、‘ることたげかわかって＼，‘るvcすぎぬ。

= (グ＇）ため，（氏し、韻ハぐり（仇さ 02 ~ 0, 3 rn)ても卜分な効呆かあけいわろ~
ーとも「想され，第 17

図り） Im ぎ叫ゞ，．）くりがュ討'.it~寸されてよし、 2
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第 1 7 図

力、よ汽 hi氏＼ヽ 畝
くりは月常紅経済的て生る J そこては畝の降起は，

げし力入役り乙八し こ汀）検討 0)と翌「：．

禎しつ降起の J,t?訊1/C:水ヵ、容砧ご流れて~ ゆくより 1こ『るため仄 a

もぱや水の流失を防くことた

2--::、の畝,!)il¥Jの部分fこぱローターを逍過させぬようこ -j'る

丞梵散,:刈し {t, 

か恨糸ド逹 -:r 乙水の行し土~ りえ）多し、り）て1主だか;,りかと＼、うこと，

ha 汀ヽり 1,0 0 0本以 Lの柏付密度て 3"I"'! 以lvcなれは蒸梵散：卜る水の鼠 Cリカ

（出木か吸収ずる水 tりも凸木か兌
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の鼠， f) オ］：り蒸発散される水の l1L (林し午ことげ l・年「l',J:て蒸散.,,,.るもび）） a) ¥主1,iJ1,t nク;1

フから謁定てぎるし b)も批出可椛て名る 'C)J)流久州は日心水位計て蘭定ずズ） d)グ）水は Ii襄か

保惰ー『・る水の鼠てもり，；,., ソト栽培て凋姜点を決ミオることて翡足てぎる e)は平且」的な本(')11:. ,f, 

量と位巾屈かいわかるこ「）i主椋本として小枝を刈取り，これから漏J'<l::Jる 標本は樹⑪を 3分闊 Lて

その各ぐの部分から採取されね：＇、まなら衣 9、こ

左お c)iて属'.ずるな I上襄か「・ぅ菜梵tる水は .I5日じぎ仄心度率を鵡＇よしてそ（｝）『)がし; i<: よっで推＇王 ・t

¥
j
 
る

これらの掬雑な は 1什間て出来るたろり オートホルタ仄わるコ：／セ試験地て， ローターを逍

過させた 3x2mNt の E 啜カマルトレ:/~ ス 2 年仕林分仄つ＼、て実験かおこなわれるは—9ずてある

、一れらのiUll定の条占束．最終的な水収支かわずかtsf 7ヌ、 (iことと生るバらば，柏付密度左減し， .Ht転

もより集約筐せねばならは双：" ,, 

反対~応水収支か人ぎ〈 f)―,',tc らば，凸林（り人来は唄］観 tべ彦て庄り，ス）~ ヒノ＇ク法よりも Id曲

『りいを用いても成にか期待てぎるてあ7ぅり

次vc北交林の心成ireつし、て考寮rる 現在宅て汀われわれか試みたもし))は純林泊成ておっ t,:(.CL --
カリ. f1lao, anacarde, Prosopisなと）が，最叶り姐寮仄より， i且文林の山成か場合：てよっ

ては利益と位るのごは左か 7:,りかと考える土り IC:1cった-その理illは次のとわり

コーカ l) は成にの旱＼ヽ］又 I伯，風筐対してよわく，特汀ア •I マタ/ (内アフ！）力熟風）によって柘れ

たり曲ったり．奇形化し 1:~ りiる、こ 0)J<E¥は 1~ 5カ月1片J応オ）たり！ぃJ,.;」 ituかい吹くしそ乃I, 水分

蒸散からみて密柏てぎない

そこてユーカリと Prosopisの此柏か I9 6 7 1f汀試みられた、主 i― 6m x 6 m仄 Prosopisを柏

付けると 1,r後忙は⑬ さ1.8 ~ 2. 0 rn , J1、さ 1.5~2.0mの低林：てなる、こ訊ー）惜J戸 Prosopis より
も1年ぶ；くれてユーカリを 6m X 6 111げ柏付ける、ずなわわ 3rnx'.-lmび）混柏いーなる

この力:11、は，茫らかじめ柏え t.:I年f・Hてなる Prosopisか 2~ :.; 年間賓ユーカ IJをア小｀マタ：／か亡

保護して 5~6m以上の店j苔に通直に成にさせることか期待されてし、る.

成功iれはこの混柏は確実尻経済的価伯をわたえるてあ 7)'! ユー 7)日は）廿材（心村材とへ「村). 

Prosopisは新炭材をそ ;/1それもたえることかてぎる C

最後げ内村］い関してぃ＾及する ローカリ山林か;ずめいれてかい．最初り）山林、I應(,」1・,常江良＼、個

休を選抜-rることか試みられてぎた スータン～内サヘ 7地域ては．乾燥紅弥くて料の通11'Iな釉類の
選抜か目標てあり，この地ては）11材の多大だ孟渡か(f{Iして＼、るのたこ

間題~点は次のよりなごとてある
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